
福村市長・北田議長
新年あいさつ
寒い時期だからこそ元気に
体を動かそう（健康だより）
介護保険要介護認定高齢者の
障害者控除・おむつ代医療費控除

平成22年度（平成21年中の収入分）
の市県民税申告（確定申告）
一般住宅用太陽光発電システム
設置費補助の補助枠を
追加しました
がんばるふるさと菊池
応援寄付金（ふるさと納税）

泗水久米一区で行われたしめ縄作りです。
参加した子どもも大人も、真剣な表情で製
作していました。
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１ ２

 第38回旭志元旦
マラソン大会　
10:00 ～10:30
（受付）　旭支所

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
市役所仕事始め ６・７カ月児健診　

13:30 ～14:00
（受付）　泗　公

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

10 11 12 13 14 15 16
菊池市成人式　
10:00 ～　菊文館

社会保険出張相談
所開設
10:00 ～15:00　
菊中公
育児相談
９:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談
９:30 ～10:30
（受付）　菊中公
健康相談
９:30 ～10:30
（受付）　泗支所

３歳児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

育児教室　
９:30 ～10:00
（受付）　西部セ

弁護士相談　
９:00 ～12:00
（要予約）　泗福セ
男女共同参画専門
委員相談　
13:30 ～16:30　
菊中公
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

17
消防団出初式　
７:30 ～　菊多Ｇ

18
健康相談　
９:30 ～10:30
（受付）　旭支所

19
３・４カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

20
３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

21
６・７カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

22
３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

23

24 25 26 27 28 29 30
健康相談　
９:30 ～10:30
（受付）　七多セ

弁護士相談　
９:00 ～12:00
（要予約）
行政相談
10:00 ～12:00　
菊中公
２歳６カ月児歯科
健診　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

１歳６カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

31 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6
健康相談　
９:30 ～10:30
（受付）　泗支所

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗　公

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

菊文館 菊池市文化会館
菊中公 菊池市中央公民館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公 七城公民館
七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公 旭志公民館
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館
泗　ホ 泗水ホール
泗福セ 泗水地域福祉センター1月の行事予定1月の行事予定

平成22年1月号11月末の人の動き
発行・編集

印刷

菊池市企画振興課
〒861-1392
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ホームページ  http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール  mayor@city.kikuchi.lg.jp
行政メール  kouhou@city.kikuchi.lg.jp

（対前月比）　

■人口：52,023人　　（-14）

　男性：24,955人　　 （2）

　女性：27,068人　　（-16）

　世帯：17,853世帯　 （-6）

　

花
が
好
き
な
私
の
母
は
、
誕
生
日

や
記
念
日
に
小
さ
い
け
れ
ど
花
束
を

贈
る
と
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
る
。
喜

ぶ
顔
が
見
た
く
て
、
ま
た
花
を
贈

る
。

　

幸
せ
は
い
つ
も
日
常
の
中
に
あ
る

と
思
う
。
そ
れ
は
と
て
も
小
さ
く

て
、
見
落
と
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
小
さ
な

幸
せ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
き
っ
と
素
敵
な
１
年
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

広
報
き
く
ち
を
読
ん
だ
人
が
、
小

さ
な
幸
せ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
今
年
も
い
ろ
ん
な
情
報

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

株式会社西川印刷

（再生紙使用）

編
集
後
記

編
集
後
記



　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
、
市
行
政
の
様
々
な

分
野
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
菊
池
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
各
界
各
方
面
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
合
併
後
引
き

続
き
二
期
目
の
菊
池
市
長
に
就
任
し
、

市
政
運
営
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
う
え
は
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
「
信
頼
と
期
待
」
に
応
え
る
た

め
「
限
り
あ
る
財
源
を
市
民
全
体
の
幸

福
の
た
め
に
」
を
念
頭
に
お
き
、
市
民

の
皆
様
方
の
目
線
に
立
っ
た
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、
不

安
の
な
い
元
気
あ
ふ
れ
る
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
幸
福
の
ま
ち
実
現
に
努
め
、
ひ

た
む
き
に
菊
池
の
着
実
な
前
進
に
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

光
の
振
興
、
農
商
工
業
の
振
興
・
地
域

の
活
性
化
、
企
業
誘
致
・
雇
用
の
場
の

確
保
な
ど
に
必
要
な
施
策
の
展
開
を
確

保
す
べ
く
、
確
実
な
財
源
措
置
を
図
る

た
め
に
、
全
庁
レ
ベ
ル
で
組
織
や
事
業

の
再
点
検
を
行
い
、
さ
ら
に
効
率
的
な

行
財
政
運
営
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

合
併
後
６
年
目
を
迎
え
る
２
０
１
０

年
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
の
重
さ

を
再
認
識
し
、
地
方
行
政
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
大
き
な
変
革
期
に
め
ぐ
り
合

わ
せ
た
こ
と
を
む
し
ろ
幸
福
と
考
え
、

力
を
尽
く
し
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
ご
家
族
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
22
年　

元
旦

　
　
　

   

菊
池
市
長　

福
村　

三
男

　

ア
メ
リ
カ
よ
り
端
を
発
し
ま
し
た
金

融
危
機
は
、
世
界
同
時
不
況
を
ま
ね

き
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
不

況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
も
の
の
、
経
済

的
に
裾
野
の
広
い
半
導
体
関
連
産
業
で

あ
る
Ｉ
Ｃ
生
産
量
は
、
携
帯
電
話
や
デ

ジ
タ
ル
家
電
、
自
動
車
用
な
ど
国
内
外

の
大
手
メ
ー
カ
ー
向
け
が
好
調
に
伸

び
、
デ
フ
レ
状
態
は
継
続
し
て
い
る

も
の
の
、
一
昨
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
に
陥
っ
た
深
い
谷
か
ら
よ

う
や
く
水
面
に
浮
上
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

経
済
状
況
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
昨
年
の
衆
議
院
総
選
挙
に
お

い
て
政
権
交
代
が
な
さ
れ
、
政
権
公
約

に
よ
る
国
家
予
算
の
見
直
し
等
々
に
よ

り
先
行
き
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
、
国
と
自

治
体
間
の
関
係
の
あ
り
方
を
踏
ま
え

て
、
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援
の
充

実
、
教
育
の
振
興
・
人
材
の
育
成
、
観

　

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
私
ど
も
市
議
会
に
お
寄
せ

戴
き
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対

し
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
市
民
の

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
一
丸
と

な
っ
て
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
激
動
の
一
年
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
は
民
主
党
が
勝
利
し
ま

し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
が
誕
生
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
衆
議
院
選
挙
で
50
数

年
続
い
た
自
民
党
政
権
に
か
わ
り
、
民

主
党
が
政
権
与
党
と
な
り
、
新
た
な
歴

史
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
ま

す
世
界
的
経
済
不
況
は
依
然
と
し
て
回

復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
日
本
経
済
で
も

政
権
交
代
に
よ
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実

現
の
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
、
予
算
の

執
行
停
止
や
「
事
業
仕
分
け
」
が
行
わ

厳
し
い
経
済
状
況
、
社
会
状
況
を
見
据

え
、
議
員
自
ら
議
会
改
革
に
取
り
組

み
、
昨
年
３
月
定
例
会
で
23
名
の
定
数

に
条
例
改
正
を
採
決
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
多
く
の
課
題
に
向
け
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
得
る
よ
う

決
意
も
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

併
せ
ま
し
て
、
菊
池
市
の
均
衡
あ
る
発

展
に
向
け
、
住
民
代
表
機
関
と
し
て
政

策
形
成
や
監
視
機
能
な
ど
、
積
極
的
な

活
動
を
行
い
、
よ
り
身
近
で
市
民
に
開

か
れ
た
公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
に
向

け
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
年
も
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年　

元
旦

　

   

菊
池
市
議
会
議
長　

北
田　

彰

れ
た
一
方
、
景
気
低
迷
や
雇
用
情
勢
の

悪
化
に
伴
い
、
税
収
に
つ
い
て
も
大
幅

な
減
収
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
も
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
景
気
低
迷
の
影

響
を
受
け
、
個
人
所
得
の
減
収
や
法
人

税
の
大
幅
な
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、

平
成
22
年
度
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
少
子
高

齢
化
の
問
題
、
環
境
問
題
、
教
育
の
充

実
、
農
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
課
題

も
山
積
し
て
お
り
、
早
急
且
つ
真
剣
な

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
財
政
基
盤
の
確
立
は
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
地
域
の
新
た
な
雇
用
の
創
出
、
定

住
者
の
促
進
、
自
主
財
源
の
確
保
な
ど

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
企
業
誘
致

促
進
特
別
委
員
会
で
県
に
対
し
誘
致
要

望
な
ど
、
執
行
部
共
々
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
年

は
議
員
改
選
の
年
で
あ
り
ま
す
が
こ
の

迎
春
迎
春
迎
春

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

限りある財源を
市民全体の幸福のために

市民に開かれた
公平・公正な議会を目指して
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T O P I C S

本選で審査をする一般参加者たち

西郷南洲顕彰館の高栁 毅館長

新郷土料理
「菊池どんぶり」
（左）と
「馬肉のたたき」
（右）

認定された山口順子さん（右）と川津悦子さん（左）

第６回食味会 11月７日（土）

「新たな西郷像を語る」講演会 11月15日（日）

くまもとふるさと食の名人

　米生産者が、食味向上の意識を持ち地域全体の底
上げとなることや消費拡大を目的に、七城町産の新
米「七城のこめ」の味比べを行いました。
　特別栽培米部門と、その他栽培米部門の２部門に、
生産者80人がエントリーし、食味計の数値に加え、
食味鑑定士２人と一般参加者 50人が味、香り、外
観などを審査しました。参加者は「どれもおいしく
て分からない」など話しながら、難しい審査に頭を
悩ませていました。上位の結果は次のとおりです。
（敬称略）
特別栽培米部門　最優秀賞　山下正行（○七　加恵）
　優秀賞　中島浩之（○七　新古閑）　
その他栽培米部門　最優秀賞　平田真佐光（○七　高
田）　優秀賞　増永文應（○七　西郷）

　西郷隆盛公研究の第一人者と言われる鹿児島市立
西郷南洲顕彰館の高栁 毅館長を講師に迎え、七城
公民館で「菊池源吾に学ぶ会」（園木 馨会長）主催
の講演会が開催されました。
　「新たな西郷像を語る」と題した講演会には、菊
池市内外から約 100人が訪れ、西郷隆盛公の人物
像や大久保利光公との関わりについて熱心に耳を傾
けていました。また、質疑応答では予定時刻を過ぎ
ても質問が絶えないほどの盛況振りでした。
　なお、「菊池源吾に学ぶ会」では随時会員を募集
しています。詳しくは、「菊池源吾に学ぶ会」事務
局（国際交流課）までお問い合わせください。

　山口順子さん、川津悦子さんが、熊本県より平成
21年度の ｢くまもとふるさと食の名人｣ に認定さ
れました。山口さんは菊池市の新郷土料理「菊池ど
んぶり」の名人として、また川津さんは「馬肉のた
たき」の名人として、それぞれ認定されました。
　今後は、現在菊池市で活躍している 10人の認定
者に加わり、各種イベントや教育現場で、指導や協
力を行いながら、食文化の継承と食育、地産地消の
推進活動を行います。

ヤマメの稚魚を放流

11月25日（水）

　第26回熊本県選抜少年相撲大会が宇土市で開催
され、七城小学校（亀井裕子校長）の相撲クラブが
大会初優勝を飾りました。「６年生最後の大会に頑
張ろう」を合言葉に、猛練習に励んだ子どもたちは、
葦北トレジャークラブと対戦しました。
　また、昨年12月には、大相撲の熊本場所に、力
士とのかかり稽古にも招待され、そこでも頑張って
練習していました。

七城小相撲クラブが大会初優勝

11月８日（日）
　菊池市子ども会泗水支部の子ども会大会（キック
ベースボール競技）が、泗水グラウンドで開催され
ました。高学年の部に13チーム、低学年の部に５
チームが参加し、地域の皆さんの熱い声援を受け、
子どもたちは元気に楽しくプレーしていました。
上位の結果は次のとおりです。（敬称略）

高学年の部
優勝
富出分子ども会
準優勝
朝日団地子ども会

低学年の部
優勝
田島子ども会（バッツ）
準優勝
飛熊・北住吉子ども会

第５回泗水支部子ども会大会

11月８日（日）

　菊池川漁業協同組合が、市内の菊池川や迫間川な
どの４河川でヤマメの稚魚の放流を行いました。こ
の放流は、同組合が九州産廃（株）の協力をいただき、
水環境の保全と魚種の保護などを目的として行って
いるもので、今回はヤマメの稚魚約200kg（5,714
尾）が放流されました。菊池川の上流では、水源小
学校（城 岳雄校長）の児童７人がヤマメの放流を
手伝い、次々とヤマメを川へ放っていました。

高学年の部優勝の富出分子ども会
（写真上）と低学年の部優勝の田島
子ども会（バッツ）（写真下）

放流する水源小学校の児童たち

初優勝した七城小相撲クラブの子どもたち

　｢くまもとふるさと食の名人｣ は、県の安全安心
で新鮮な食材を活用し、地域の食文化を広く発信す
る活動を行う人たちを、県が認定する制度です。

熊本県サッカーリーグＵ－15菊池・阿蘇地区大会

11月28日（土）

泗水中学校サッカー部のメンバー

クレアージュ・リゾート熊本で、熊本県サッカー
リーグＵ－15菊池・阿蘇地区大会の表彰式が行わ
れ、泗水中学校サッカー部が第２位で表彰されまし
た。菊池・阿蘇郡の中学校15校が参加した大会で第
２位となった泗水中学校サッカー部は、熊本県リー
グ入れ替えトーナメント戦への出場が決定しました。
上位の結果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝　武蔵ヶ丘Ａ　第２位　泗水中学校　第３
位　大津北Ａ
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T O P I C S

第５回菊池市文化祭 10月31日（土）～11月３日（祝）

関東旭志会

首都圏七城会

左上から、森　直さん、
有田一祐さん、
東　孝一さん、
東　義宏さん、
岩根励志さん

農林水産大臣から感謝状が贈られました 10月18日（日）

東京でふるさと交流会開催（首都圏七城会、関東旭志会）

　「統計の日」を記念して、農林水産省が実施する
農林水産統計調査に永年にわたってご協力いただい
た人々に対し、その功績を称え農林水産大臣から感
謝状が贈られました。
　菊池市からは、森　直さん、有田一祐さん、西　
伸夫さん、東　孝一さん、東　義宏さん、岩根励志
さんが農業経営統計調査に永年協力されたことによ
り受賞されました。

上田公子さん瑞宝単光章を授章

11月３日（祝）

木下リエさん瑞宝双光章を授章

11月20日（金）

　木下リエさんが瑞宝双光章を授章されました。こ
の叙勲は、旧菊池市議会議員として、昭和56年か
ら３期 12年間務められた地方自治功労と、教員と
して39年間勤められた教育功労が認められたもの
です。「これからもお元気でがんばってください」
と福村市長から祝福の言葉を贈られました。

ネットワーク会長のあいさつ

平成21年秋の叙勲で「瑞宝単光章」を授章された上田さん

現代の名工に選ばれた山本さん（前列右）

　また、今年は 2010 年世界
農林業センサスが、２月１日
（月）を基準日として実施され
ます。皆さんのご協力をよろし
くお願いします。

ことを忘れるくらい楽しい雰囲気でした。会員の人
たちは、ふるさとへの熱い思いや、育てていただい
たふるさとへの感謝の意を込めて、ふるさと納税に
協力したいと積極的に申し出ていました。

　菊池市文化祭が菊池 ･七城 ･旭志 ･泗水の４会場
で開催され、　文化会館大ホールで菊池市文化祭の
開会式が行われました。開会式に続いて各支部から
日本舞踊、民謡、フラダンスなど多くの出し物によ
る２時間の前夜祭演芸会で幕を開けました。
　４日間にわたり、各支部の会場では子どもから高
齢者まで地域がひとつになって、地域の特色を活か
した習字、絵画、写真、短歌、生花などの展示や茶
道の御点前などが披露されました。また、舞台では
吹奏楽・コーラス ･筝などの演奏や日舞 ･フラダン
ス・バレエなどそれぞれ１年間の研鑽の成果を披露
しました。

各支部のステージ発表と展示

勲記・勲章の伝達を受けた木下さん（中央）と長女（左）

　10月 25日（日）に首都圏七城会、11月８日（日）
に関東旭志会がそれぞれ東京で開催され、郷土出身
者をはじめ、菊池市にゆかりのある首都圏在住者が
集まりました。
　会場は、ふるさとでの昔の思い出話や、最近のふ
るさとニュースなどで大変盛り上がり、時間が経つ

　秋の叙勲で上田公子さん（○泗　上住吉）が瑞宝単
光章を授章されました。社会福祉功労として、昭和
56年から平成 21年６月までの 28年間、泗水町
吉富にある救護施設「菊池園」に勤務し、永年社会
に貢献したことが認められたものです。上田さんは
「皆さんのお力添えあってのものと感謝しています」
と話されました。

　卓越した技能を持つ人を厚生労働省が表彰する
「現代の名工」に、菊池市から山本勝義さんが建築
大工として選ばれました。長年、大工一筋で住宅建
築などを手掛け、その卓越した技術や若手の技能者
育成に貢献したことが評価されたものです。山本さ
んは、「これを機に初心に戻って、技術の推進に努
めたい。若手には、頭で考えず、体で覚えるよう指
導していますが、努力して自分のように卓越した技
術を持ってほしいですね」と話されました。

「現代の名工」に山本勝義さん

11月10日（火）

地域包括支援ｾﾝﾀｰがネットワーク会議を開催

11月17日（火）

　民生委員など 64の団体や事業所で構成される
「高齢者地域見守りネットワーク会議」が、文化会
館で開催されました。会議では、地域包括支援セン
ターに寄せられた高齢者に関する相談が年々増えて
いることが報告され、高齢者が地域で安心して暮し
ていくための取り組みを協議しました。また、認知
症を理解するための講演会を行い、講師の老人保健
施設「孔子の里」副施設長の松永美根子さんから、
認知症の人への対応方法について話を聞きました。
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新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

国民年金
情報

落成式典の様子

　岩本区による、菊池市指定天然記念物「岩本巻天
神の椋の木」の周辺環境整備事業が完了し、11月
15日（日）に落成式典が行われました。
　「岩本巻天神の椋の木」は、古くから岩本区を見
守り続けてきた神木で、豊作祈願のしめ縄を巻きつ
けることから「巻天神」と呼ばれています。樹齢
600年～ 800年とも言われる老木ですが、その樹
勢はいまだ旺盛です。椋の木の成長により周囲の玉
垣が幹に押され歪んでしまい危険が生じたため、市
の助成を受けて玉垣を改修し、併せて樹木の生育環
境整備と景観整備を実施したものです。
　式典では岩根昭洋区長が、「これからも区に伝わ
る『おてじんさん』を大切に守っていきましょう」
と挨拶されました。

岩本巻天神の椋の木の周辺環境が整備されました

夫婦の手紙大賞に選ばれた馬場博夫さん（中央）と奥さん（右）

　菊池市が募集した「第５回夫婦の手紙・絵手紙コ
ンクール」の入賞者が決まり、「いい夫婦の日」の
11月 22日（日）に、菊池夢美術館で表彰式が行
われました。
　菊池市は、徳富蘆花の妻愛子さんの故郷であり、
地名の「隈府 ( ワイフ )」と英語の「wife( ワイフ
－妻 )」との語呂合わせ、さらに菊池温泉が「美肌
の湯・化粧の湯」とも呼ばれ女性に人気があること
から「おしどり夫婦の里」、「妻 (女性 )を大切にす
るまち」としてのイメージづくりに取り組んでいま
す。その一環として、平成17年からこのコンクー
ルをはじめ、県内はもとより、九州各県、中国地方、
遠くは関東から、手紙の部に63点、絵手紙の部に
275点の応募がありました。
　当日は、夫婦の手紙大賞の馬場博夫さんを
はじめ、34人の入賞者に賞状と副賞が贈ら
れ、受賞者を代表して、馬場さんが「君と結
婚して」と題した作品を朗読すると、馬場さ
んの妻に対するおもいが伝わり、会場から
は、馬場さんご夫妻に大きな拍手が送られま
した。

「第５回夫婦の手紙・絵手紙コンクール」の入賞者決定！ 11月22日（日）

市
民
課
市
民
年
金
係

各
総
合
支
所
市
民
係

問
い
合
わ
せ
先

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

若年者納付猶予制度・学生納付特例制度とは？

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
人
は
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
営
業
者
や
学
生
な
ど
は
「
第
１

号
被
保
険
者
」
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
す
る
と
同
時
に
「
第
２
号
被

保
険
者
」
に
、
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
「
第
３

号
被
保
険
者
」
に
な
り
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
市

民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
直
接
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

時
間
に
余
裕
が
な
く
、
窓
口
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
郵

送
に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）
は
、

月
額
１
４
，
６
６
０
円
（
平
成
21
年

度
）
で
す
。
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る

前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付

す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に

（
２
０
０
円
×
納
付
月
数
分
）
が
加

算
さ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
の
現
金
納
付
に
比
べ
て
便
利

で
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に
は
、
毎

月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
引
き
落
と

さ
れ
る
翌
月
末
振
替
と
、
毎
月
の
保

険
料
が
そ
の
月
の
月
末
に
引
き
落
と

さ
れ
る
当
月
末
振
替
（
早
割
）
が
あ

り
ま
す
。
早
割
は
月
額
50
円
が
割
引

さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
現
金
で
の
前
納
に
比
べ

て
さ
ら
に
割
引
額
が
高
く
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
１
年
前
納
を
口
座
振
替

で
行
っ
た
場
合
は
、
月
々
現
金
で
支

払
っ
た
場
合
の
合
計
額
と
比
較
し
て

３
，
６
９
０
円
の
割
引
（
現
金
で
の

１
年
前
納
は
３
，
１
２
０
円
の
割

引
）
で
す
。

　

20
歳
に
な
り
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

つ
い
て
は
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

や
学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
保
険

料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
は

ど
こ
で
行
え
ば
い
い
の
？

毎
月
の

保
険
料
は
い
く
ら
？

毎
月
１
４
、６
６
０
円
は

払
え
な
い
・・・
。

そ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
？

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

　若年者（20歳代で学生以外）納付猶予制度と学
生納付特例制度は、他の年齢層に比べ所得が少ない人
が、将来、年金を受け取ることができなくなることや、
不慮の事故などにより障がいが残ってしまった場合に、
障害基礎年金を受けることができなくなることなどを
防止するため、本人の申請により保険料の納付が猶予
される制度のことです。
ポイント①
●若年者納付猶予制度→本人と配偶者の所得を審査
●学生納付特例制度→本人の所得のみで審査
　　一般の保険料免除（全額免除・半額免除）の場合は、
世帯主の所得も含めて保険料免除の対象となるか判
定しますが、若年者納付猶予は本人と配偶者の所得
のみ、学生納付特例は本人の所得のみで判定するこ
とになります。
ポイント②
●障害・遺族基礎年金を受け取ることができます。
　　納付猶予や納付特例期間中に、ケガや病気で障が

いや死亡といった不慮の事態が発生した場合、障が
いの状態に応じて障害基礎年金が、遺族（妻と子）
の人は遺族基礎年金を受けることができます。

※障がいや死亡といった事故が発生するまでの国民年
金の加入期間の３分の２以上の期間について、保険
料を納付、免除または猶予されていること、もしく
は事故の直前の１年間に保険料の未納がないことが
必要です。
猶予期間などの年金はどうなるの？
○若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間は、将
来受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年
金額には反映されません。
○そこで、これらの期間の保険料は、10年以内であれ
ば後で古い期間から順に納付していただけるように
なっています（追納）。
○追納する場合の保険料額は、猶予などを受けた年度
から起算して、３年目以降に保険料を追納する場合
には、承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応
じた加算額が上乗せされます。

T O P I C ST O P I C S

最優秀賞（絵手紙部門）に選ばれた森川浩行さんの作品 夫婦の手紙大賞に選ばれた馬場さんの作品「君と結婚して」
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る
時
は
、
お
腹
に
力
を
入
れ
る
と
腹
筋
運

動
に
な
り
ま
す
。
太
も
も
に
力
を
入
れ
る

と
、
太
も
も
の
引
き
締
め
も
で
き
ま
す
。

・ 

椅
子
に
座
っ
て
い
る
時
は
、
膝
を
上
下
に

動
か
し
た
り
、
足
を
伸
ば
し
て
上
げ
下
ろ

し
も
良
い
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の

体
操
は
手
軽
に
で
き
ま
す
。

④
人
に
頼
ま
ず
自
分
で
動
く

　

寒
く
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
も
動

く
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
「
あ
れ
と
っ

て
、
こ
れ
あ
っ
ち
に
や
っ
て
き
て
」
な
ど
頼

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
動
い
て
、
活
動

量
を
少
し
で
も
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
年
を
迎
え
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
、

自
転
車
こ
ぎ
な
ど
本
格
的
に
運
動
を
始
め
る

人
は
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
ば
り
す
ぎ
は
身
体
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

③
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・ 

バ
ス
や
電
車
の
待
ち
時
間
な
ど
立
っ
て
い

　

運
動
に
は
こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・ 

筋
肉
の
運
動
に
よ
り
、
筋
肉
が
ポ
ン
プ
の

役
割
を
し
て
血
液
の
循
環
が
良
く
な
る
。

・ 

内
分
泌
系
を
刺
激
し
て
、
や
る
気
を
つ
か

さ
ど
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
す
。

・ 

骨
を
丈
夫
に
し
、
筋
肉
の
質
の
低
下
を
防

ぐ
。

・ 

心
肺
機
能
を
高
め
、
息
切
れ
し
な
く
な

る
。

・
肥
満
を
解
消
で
き
る
。

・  

生
活
習
慣
病
の
（
高
血
糖
、
高
脂
血
症
、

　

高
血
圧
な
ど
）
の
予
防
や
治
療
に
有
効
。

・ 

体
の
調
子
が
良
く
な
り
風
邪
を
引
き
に
く

く
な
る
。

・ 

肩
こ
り
が
な
く
な
り
、
体
が
軽
く
感
じ
、

　

疲
れ
に
く
く
な
る
。

・
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
る
。

　

適
度
な
運
動
は
体
に
良
い
こ
と
は
知
っ
て

い
る
け
ど
時
間
が
な
い
、
一
人
で
は
恥
ず
か

し
い
な
ど
の
理
由
で
で
き
な
い
人
や
い
ざ
始

め
て
も
継
続
で
き
な
い
人
が
多
い
よ
う
で

す
。

　

運
動
を
難
し
く
考
え
な
い
で
、
日
ご
ろ
の

生
活
の
中
で
運
動
量
を
増
や
す
よ
う
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

①
意
識
し
て
歩
く
機
会
を
増
や
す

・ 

買
い
物
な
ど
車
で
外
出
す
る
時
は
、
少
し

遠
く
の
駐
車
場
に
止
め
た
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
利
用
せ
ず
に

階
段
を
利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

・ 

お
昼
の
休
憩
時
間
や
帰
宅
後
に
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
職
場
の
建
物
の
階
段
上
り
も
良

い
で
し
ょ
う
。

・ 

歩
く
時
は
歩
幅
を
広
く
、
大
き
く
手
を

振
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
歩
き
ま
し
ょ

う
。

　

運
動
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
「
や

や
き
つ
い
」
と
思
う
レ
ベ
ル
ま
で
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
ま
す
。

・
い
つ
も
よ
り
少
し
速
い
ペ
ー
ス

・
少
し
息
が
は
ず
む
が
笑
顔
が
保
て
る

・
５
分
程
度
で
汗
ば
ん
で
く
る

②
家
事
で
も
動
作
を
大
き
く
し
て

　

運
動
量
ア
ッ
プ

　

ぞ
う
き
ん
が
け
や
窓
拭
き
、
風
呂
そ
う

じ
、
洗
濯
物
干
し
な
ど
家
事
も
意
識
し
て
、

体
を
大
き
く
動
か
せ
ば
、
運
動
量
が
増
え
ま

す
。

健康だより

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で

「
運
動
量
」を
増
や
す

運
動
を
す
る
と
き
の
注
意

（参考）
100kcal を消費するために
必要な時間の目安（体重60kgの人）

※100kcal はバナナ（中）１本、温州みかん
　 （中）２個に相当します。
※体調にあわせてマイペースで楽しく体を動か
　しましょう。

種類 時間

軽い散歩 30分前後

軽い体操 30分前後

ウォーキング（速歩） 25分前後

自転車（平地） 20分前後

ゴルフ 20分前後

ジョギング（強い） 10分前後

自転車（坂道） 10分前後

テニス 10分前後

水泳（クロール） 5分前後

寒い時期だからこそ
　元気に体を動かそう

問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　年末年始は行事が多く、つい食べ過ぎてしまう時期です。
おいしく食べられることは健康の証。しかし、食べ過ぎが
続いてしまうと、気づかないうちにお腹がぽっこり。メタ
ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の道を進んでし
まいます。食事の調整だけでは、難しいので、適度な運動
を生活に取り入れましょう。

　

歯ッピーキッズ
３歳児健診時
「むし歯なし」の子

泗水会場　　　　　
井
いのもと

本剣
けんたろう

太朗　（○泗 　久米一）

徳
とくなが

永　陽
はるか

花　（○泗 　富の原西）

橋
はしもと

本　拓
た く

空　（○泗 　上高江）

橋
はしもと

本　吏
り く

功　（○泗 　上高江）

林
はやし

　　夏
なつみ

実　（○泗 　富の原一）

堀
ほり

　七
な な か

々香　（○泗 　富の原一）

丸
まるやま

山　慈
しおん

温　（○泗 　富の原西）

宮
みやがわ

川　友
ゆうき

希　（○泗 　富の原北）

武
むとう

藤　大
だいき

輝　（○泗 　久米二）

吉
よしむら

村　勝
しょうた

太　（○泗 　永）

内
うちだ

田　　塁
るい

　（○菊 　東正観寺）

田
たなか

中　翔
しょうだい

大 　  （○菊 　北宮）

仲
なかま

間　佳
か な

那　（○菊 　藤田）

橋
はしもと

本　蘭
ら な

奈　（○菊 　野間口）

平
ひらい

井　百
ももか

花　（○菊 　雪野）

松
まつおか

岡　とも　（○菊 　西正観寺）

井
い

　泰
たいしろう

志朗　（○菊 　立石）

井
いのうえ

上　美
み う

海　（○菊 　高野瀬）

宮
みやがわ

川　空
そ ら

良　（○菊 　甲森北）

泉
いずみ

　　優
うきょう

杏　（○菊 　高野瀬）

菊池会場　　　　　

　11月 12日（木）に泗水会場で、
27日（金）に菊池会場で、3歳児
健診がありました。歯科検診の結果、
むし歯がなかった子どもさんを紹介
します。（敬称略）

　むし歯予防のためには、家族ぐ
るみで取り組むことがとても重要
です。これからも「甘いものを控
えること」、「歯みがきをするこ
と」、「歯を強くすること」、「定期
健診を受けること」を心がけ、む
し歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さん
は、なるべく早く歯科医院を受診
しましょう。

健康だより

が
り
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や
心
疾
患
な
ど

で
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相
談
の
う

え
、
始
め
ま
し
ょ
う
。

①
や
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

適
度
な
運
動
は
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
せ
、
免
疫
機
能
を
高
め
ま
す
が
、
や
り
す

ぎ
る
と
逆
に
免
疫
機
能
を
下
げ
、
体
を
壊
し

て
し
ま
い
ま
す
。

②
準
備
運
動
と
整
理
体
操
を
し
っ
か
り
と

　

運
動
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
の
予
防
、
疲
労

を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
運
動
の
始
め
と
終

わ
り
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま
し
ょ

う
。

③
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

寒
い
時
期
で
も
、
体
重
の
３
％
の
水
分
が

失
わ
れ
る
と
体
温
調
節
が
不
十
分
に
な
り
、

活
動
が
低
下
し
ま
す
。
運
動
前
に
、
コ
ッ
プ

１
杯
の
水
を
飲
む
の
が
効
果
的
で
す
。

④
起
床
直
後
や
空
腹
時
、

　

食
事
の
直
後
の
運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

心
臓
に
強
い
負
担
が
か
か
っ
た
り
、
低
血

糖
で
め
ま
い
や
意
識
低
下
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
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前田真人くん
（泗水小３年）

　せんそうは、人をきずつけ、人を悲しませ
ます。
　ある日、げんしばくだんが落とされ、広島
の人びとは、にげまわりました。にげまわっ
た女の子の洋服はやぶれ、ぼろきれをまとっ
たようでした。気をうしないそうになりなが
ら、おじぞうさんの顔を見たら、お母さんに
見えました。「母ちゃん。」と、力をふりし
ぼり、近づいていきました。「母ちゃん、水
がほしいよ。」と、言いつづけ、その声は、
しだいに弱くなっていきました。すると、お

じぞうさんの顔は、だんだんこわい顔にな
り、口は、まいちもんじにむすばれ、目は
いっぱいに開かれ、まるで、におうのように
なり、目から、ぽたぽたと、なみだが出て、
女の子の口に、とびこんでいきました。女
の子はそのなみだの水をのんで、にっこりわ
らって、死んでしまいました。その後、おじ
ぞうさんも、こわれてしまいました。この話
を読んで、せんそうはいけないなと、思いま
した。

平成21年度おはなし講座
藤田浩子さんに学ぶ～おはなし・手あそび・
昔話の世界～
と　き　１月30日（土）午後２時～
参加費　500円
申込方法　事前申込が必要です。直接申し込む
か、電話で申し込んでください。定員（50人）に
なり次第締め切ります。
「おはなしおばさん」として全国を飛び回ってい
る藤田さんの手あそびや楽しいお話などを子育て
や幼児教育にかかわる人、読み聞かせボランティ
アなど、多くの人に聞いてほしい講座です。詳し
い内容は泗水図書館へ問い合わせてください。
（泗水図書館）

お楽しみ会
　１月17日（日）午後２時からのお楽しみ会は
「かるたであそぼう！」です。ぜひ参加してくだ
さい。
（泗水図書館）

ルイス・キャロル生まれる
　「ふしぎの国のアリス」や「鏡の国のアリス」
を書いた、ルイス・キャロルは、有名な作家で
あり、数学者でした。キャロルは、1832年１月
27日、イギリスのチェシャー州で牧師の子ども
として生まれ、オックスフォード大学を卒業した
後は、大学の数学の講師になりました。本名は、
チャールズ・ラトウィッジ・ドジスンと言いま
す。1865年、ルイス・キャロルのペンネームで
「ふしぎの国のアリス」を発表し、一躍有名にな
りました。図書室にも所蔵していますので、キャ
ロルの描いた不思議な国の物語をこの機会に読ん
でみませんか？
（菊池市中央公民館図書室）

図 書 だより 問い合わせ先
中央公民館図書室 ☎（25）1672
七城公民館図書室 ☎（25）1580

旭志公民館図書室 ☎（37）3111 内線303
泗水図書館　　　 ☎（38）6866

私の推薦
新着・お薦め図書情報

耳より情報 １ 月の予定

おこりじぞう

「私の推薦」で、「お気に入りの本」を紹介してみませんか。自薦・他薦は問いません。
詳しくは、各図書室・図書館まで。

●紹介者随時募集中

泗水図書館 中央公民館図書室

　江戸から明治へ。時代の節目に現われ
た名人・三遊亭円朝。「牡丹燈籠」「真
景累ヶ淵」などの怪談噺をはじめ数々の
創作落語を残し近代落語の祖と称され
た。歴史の転換期に生きた時代の寵児と
その男を愛した５人の女たちの物語。

松井今朝子　著円朝の女

　原因不明の妻の異変に悩む夫・知彦。医師の診断は
「多重人格-解離性同一性障害」というものだった。
心の異常に悩む妻「美佐子」、奔放な女「友美」、人
なつっこい「絵里」という３つの人格を阿修羅像にな
ぞって描いていく・・・。日本でも増えつつあるとい
う心の病をテーマにした渾身の作。

玄侑宗久　著阿修羅

　「マブイ」とは沖縄の言葉で魂のこと。ニューカレ
ドニアに渡った日系人たちは、太平洋戦争が始まると
島外追放となり、家族と離ればなれになった。沖縄移
民の手帖に残されたフランス語の恋文が、引き裂かれ
た家族と戦争の記憶を呼び戻す。戦争に翻弄された日
系家族の姿を紹介したノンフィクション。

津田睦美　著マブイの往来

　ゆうじは、きつねと「もけいひこうき」と「そらい
ろのたね」を交換しました。家に帰ったゆうじは、
さっそくたねをうめました。次の日の朝、たねをうめ
た場所には、そらいろのいえが出てきていました。少
しずついえは大きくなっていき・・・。（打出文庫）

中川李枝子　作/大村百合子　絵そらいろのたね

　学生生活も４年目になった主人公の花。失恋の痛手
から、恋をすることに憶病になっていた。しかし、思
いがけないきっかけで出会った少し変わった青年・龍
彦に、花はどうしようもなく惹かれていった。京都を
舞台にした爽やかな青春小説。

瀧羽麻子　著左京区七夕通東入ル

アルコール依存の人はなぜ
大事なときに飲んでしまうのか
　私たちの周りには“隠れアルコール依存”に陥って
いる人々が相当数いるという。一見そのように見えな
い「前期」と、問題のあることが明らかな「後期」に
分け、その時期の特徴、進行する理由、依存かも？と
感じた時の対処法や脱する方法を説明した一冊。

仮屋暢聡　著

　江戸末期、仙台の町に「しろばか」と呼ばれる知的
障がいのある少年がいた。本名は芳賀四郎。毎日ふら
ふら出歩いては、気に入った店で手伝いをしたり、騒
動を起こしたりしていた。ある日、四郎が立ち寄った
店は繁盛するという噂が広まり・・・。現在でも「福
の神」と呼ばれ親しまれている仙台四郎の物語。

丘　修三　作福の神になった少年

　自閉症で全盲という重いハンディを持っ
て生まれた息子の子育ては困難を極めた
が、母はあきらめなかった。障がいを持つ
子どもとその母親の、絶望から奇蹟への道
のりを描いたノンフィクション。

キャスリーン・ルイス　著

レックス
-母と自閉症の息子、ふたりの人生を変えた音楽-

山口勇子　原作／四国五郎　絵

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

1 金 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
2 土 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
3 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
4 月 休館日

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土 閉室日
ボランティアの
おはなしかい　
11:00 ～

10 日 閉室日 閉室日 閉室日
11 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
12 火

13 水

14 木
15 金 閉室日

16 土 閉室日 古典を楽しむ会
　14:00 ～

17 日 閉室日 閉室日 閉室日 おたのしみ会
14:00 ～

18 月 休館日

19 火

20 水

21 木

22 金 おはなしの部屋
11:00 ～

23 土
きくちおはなしのもり
おはなしかい
　10:30 ～

閉室日
ボランティアの
おはなしかい　
11:00 ～

24 日 閉室日 閉室日 閉室日

25 月 休館日

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土 閉室日
31 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

ＢＡＢＩＥＳ 内山晟　写真・監修/ＰＡＮＡ通信社　写真

　40年ほど動物の写真を撮り続け
た監修者による、イヌ・ネコなど
の身近な動物からオオカミ・アザ
ラシ・アリクイなどのあまり見る
ことのできない野生動物までさま
ざまな動物の子どもの写真集。無
邪気に遊ぶ姿や野生ならではの凄
みを感じることができる１冊。

　うまく相手に気持ちを伝えられな
い男女、倒産寸前の店を抱える夫
婦、離婚後ひとり暮らしを始めた女
性・・・。当たり前の幸せを求めれば
求めるほどもどかしく手が届かない。
ひとつの町を舞台にそこで交差しては
すれ違う人々を描いた心温まる物語。

伊藤たかみ　著
誰かと暮らすということ

　昼寝をしているおじいさんの鼻の
穴を出たり入ったりする白ねずみ。
やがて、外へ出た白ねずみの後をお
ばあさんはついていく。おじいさん
はその一部始終を夢の中で見てい
て・・・。おじいさんとおばあさん
の平凡な日々のなかにおこった思い
がけない幸運！韓国の昔話絵本。

ユン ミスク　絵
チャン チョルムン　文ふしぎなしろねずみ

七城公民館図書室

　夫の暴力に悩む智恵子は、知り合いの女性に持ちか
けられた交換殺人に乗ってしまい、知人の夫を殺した
罪で逮捕される。だが、警察の不手際で脱走に成功。
顔を変え、身分を偽り、日本全国を逃亡し続ける。追
い続ける夫、そして警察の執念。時効の壁は15年。寸
前に解き明かされる驚愕の事実に読者は前ページへと
引き戻される。

折原　一　著逃亡者

旭志公民館図書室

　ある火曜日の夜、池からカエルが飛び出して、街の
色々な場所に現れました。ハスの葉に乗って空飛ぶカ
エルたちは、部屋に、農場に、時計塔に･･･。文字は
ほとんど無く、まるで映画をみているような鮮やかな
画面の中で、一匹一匹見た目も表情も違うカエルたち
が大活躍します。細かく描かれた絵が隅から隅まで楽
しい１冊です。

デヴィッド・ウィーズナー　著かようびのよる

　南北朝の時代、後醍醐天皇の皇子懐
良親王は征西将軍として九州に赴き、
肥後の菊池武光と手を結び九州統一を
目指した。後醍醐天皇の皇子という宿
命にしばられながら懐良親王が求めた
夢とは。南北朝動乱期の九州を舞台に
繰り広げられる南朝側と北朝側の武士
たちの生きざまを描いた時代小説。

北方謙三　著武王の門 上・下

　初心者でも比較的安心に登れる九州
の代表的な62山・98コースを紹介。
コースごとに地図、難易度、参考タイ
ム、交通アクセス、立ち寄り湯など、
最新の情報掲載。なぜ山歩きが健康に
良いのかもデータ満載で解説される。
これから山歩きを始めたい人へ。

斉藤篤司　著
健康になる九州の山歩き
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広
報
文
芸
き
く
ち

広
報
文
芸
き
く
ち

お
わ
び
と
訂
正

広
報
き
く
ち
12
月
号
里
短
歌
会
で
紹
介
し
た
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

誤　

山
代　

雅
子　
　
　
　
　

誤　

宮
本　

雅
子

正　

山
城　

雅
子　
　
　
　
　

正　

宮
本　

淑
子

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

肥
後
狂
句
桜
会

11
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会

11
月
例
会

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

11
月
例
会

七
城
短
歌
会

11
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会

11
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会

11
月
句
会

八
十
路
余
の
齢
を
重
ね
満
月
を
仰
ぐ
も
か
な
し
杳
か

な
る
春
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
愛
子

秋
彼
岸
過
ぐ
れ
ば
二
感
は
研
が
れ
つ
つ
遠
き
松
籟
は

る
か
草
の
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怒
留
湯
健
蓉

秋
冷
の
下
弦
極
ま
る
月
光か

げ

よ
も
は
や
日
の
出
に
溶
け

ゆ
く
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
さ
き
江

秒
針
の
摩す

れ
違
ふ
時
幽
か
な
る
た
め
ら
ひ
あ
れ
ど
長

針
乱
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
菊
代

木
犀
の
香
り
漂
ふ
庭
に
佇
ち
友
と
の
確
執
空
に
放
た

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
代
静
子

姉
も
な
く
久
能
街
道
駿
河
湾
我
が
ふ
る
さ
と
は
も
う

遠
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
語
や
す
子

白
光
を
点
す
が
に
咲
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
起
床
喇
叭
の

鳴
り
出
づ
る
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
妙
子

青
空
に
張
る
電
線
に
作
業
す
る
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
様

な
電
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
永
典
子

阿
蘇
高
原
の
芒
は
銀
に
光
り
つ
つ
風
の
タ
ク
ト
は
い

ま
ア
ン
ダ
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
岡
百
枝

い
つ
の
世
に
建
ち
し
か
古
び
し
楼
門
を
映
し
て
井
手

の
流
れ
澄
み
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
昭
子

秋
深
み
す
ご
き
し
し
そ
穂
の
手
に
染
み
て
匂
い
か
ぎ

つ
つ
ほ
こ
ろ
び
繕
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
悦
子

新
米
と
野
菜
、梨
柿
詰
め
詰
む
る
田
舎
の
秋
を
意
の
向

く
ま
ま
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
藤
タ
ツ
ノ

子
ら
送
り
音
な
き
庭
に
秋
の
風
人
に
は
人
に
木
に
は

木
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
は
る
み

花
ミ
ズ
キ
の
紅
葉
落
葉
が
芝
庭
に
濃
き
も
う
す
き
も

夕
陽
に
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
定
子

こ
つ
ん
、こ
つ
ん
杖
の
音
重
く
試
歩
の
道
猫
の
ピ
ー
コ

が
後
に
つ
き
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
嶋
き
く
え

街
の
灯
が
点
る
が
ご
と
く
濃
緑
に
さ
わ
成
る
柚
子
の

黄
が
発
光
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
き
と

藁
と
う
べ
の
田
ん
ぼ
な
つ
か
し
熟
れ
稲
に
ふ
れ
も
見

も
せ
ぬ
今い

ま
ど
き

日
日
の
稲
収
納
　
　
　
　
　
　
増
田
久
美
子

鴨
遊
ぶ
朝
の
町
川
中
州
よ
り
教
師
囲
め
る
子
等
の
声

湧
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
安
永
子

富
有
柿
た
っ
た
五
ツ
が
色
づ
き
ぬ
今
年
裏
年
役
目
を

果
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
原
美
智
子

完ま
っ
とう

さ
れ
し
天
寿
は
清
し
紅
葉
散
る
　
　
　
藤
本
邦
浩

残
さ
れ
し
句
碑
に
散
り
敷
く
銀
杏
黄
葉
　
　
内
村
泊
虹

小
春
日
に
百
一
歳
の
師
は
逝
き
ぬ
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

逝
き
し
師
の
慰い

れ
い霊

に
供
ふう

菊
一い

っ
し枝

　
　
　
　
服
部
静
子

逝
く
秋
や
身み

ま
か罷

り
給
ふう

師
を
嘆
き
　
　
　
　
寺
本
和
子

小こ
ば
さ
み

鋏
で
着き

く
ず崩

れ
直な

お

す
菊き

く
し師

か
な
　
　
　
　
　
五
丁
義
昭

辞
書
も
古
り
我
れ
も
老
ひい

け
り
秋
深
む
　
　
村
山
数
恵

朝
露
に
光
る
葉
今
日
も
寒
い
ね
と
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
一
）渡
辺
大
寿

背
伸
び
し
て
そ
れ
で
も
み
か
ん
ま
だ
取
れ
ず
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
一
）渡
辺
一
史

つ
っ
掛
け
で
　
側
溝
ま
た
ぎ
ひ
ん
脱
げ
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

つ
っ
掛
け
で
　
追
っ
か
け
て
来
た
お
弁
当
　
吉
岡
三
水

冷
え
込
ん
で
　
三
毛
も
加
勢
す
る
炬
燵
番
　
神
尾
迫
水

冷
え
込
ん
で
　
も
は
や
喧
嘩
も
で
き
ぬ
仲
　
続
　
義
昭

た
ま
が
っ
た
　
ま
じ
り
け
無
し
の
七
人
目
　
井
手
水
光

交
通
安
全
　
青
に
な
る
ま
で
待
た
ん
か
い
　
平
井
紅
彩

気
に
す
る
な
　
な
っ
た
ご
つ
し
か
な
ら
ん
娑
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
五
女

気
に
す
る
な
　
ち
く
わ
で
小
言
聞
き
流
せ
　
宮
上
美
由

つ
っ
掛
け
で
　
飲
み
屋
か
よ
い
も
寒
な
っ
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
乗
仏

冷
え
込
ん
で
　
し
瓶
の
ス
ペ
ア
置
い
と
ら
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈
好
茶

紅
白
の
山さ

ざ

ん

か

茶
花
咲
け
ば
佳
き
事
の
あ
る
よ
な
お
も
ひ

心
躍
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
芳
子

澄
み
わ
た
る
朝
の
大
空
ふ
り
仰
ぐ
山
路
登
れ
ば
小
鳥

囀
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

幼
日
は
馳
走
の
一
つ
ゆ
干
し
柿
を
今
の
子
ど
も
ら
口

に
も
入
れ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
カ
ツ
子

捥
ぎ
た
て
の
た
ち
わ
け
戴
き
漬
け
し
な
に
日
付
を
記

せ
り
食
べ
頃
待
つ
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
陽
子

羽
音
立
て
隣
家
に
群
れ
来
し
何
鳥
か
鳴
き
声
交
わ
し

柿
の
実
つ
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
間
充
子

続
き
た
る
炎
天
案
じ
里
芋
の
株
掘
り
起
こ
せ
ば
拳
大

あ
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
寛
子

そ
よ
風
に
さ
え
揺
る
る
な
り
一
群む

ら

の
真
白
く
咲
き
し

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
津
凉
子

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
効
果
を
見
つ
つ
浸
り
い
る
明
日

へ
の
命
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
　
　
　
　
　
　
　
村
上
幾
雄

庭
畑
で
浮
か
び
し
歌
の
下
の
句
を
風
が
攫さ

ら

い
ぬ
吹
き

戻
し
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
照
代

松
く
け
り
や
や
に
飽
き
き
て
憩
う
時
隣
の
貴
婦
人
蒸

し
パ
ン
持
ち
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
重
弘

我
家
建
つ
槌
音
高
し
昼
の
月
　
　
　
　
　
　
水
谷
ミ
ネ

京
の
水
肌
に
な
つ
か
し
秋
の
旅
　
　
　
　
　
東
　
芳
子

遠
阿
蘇
や
木
の
実
の
落
つ
る
朝
の
冷
え
　
　
芹
川
蓉
子

落
人
の
御
霊
和
む
か
里
の
秋
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

い
つ
か
ら
を
余
生
と
言
わ
む
鰯
雲
　
　
　
芹
川
の
り
子

静
か
に
　
半
開
き
さ
す
見
舞
い
客
　
　
　
　
辻
　
弘
喜

冷
え
込
う
で
　
の
れ
ん
な
肩
で
潜
ら
し
た
　
田
中
孝
幸

惚
れ
ち
ゃ
っ
た
　
彼
女
と
な
ら
ば
共
白
髪
　
高
木
房
惠

正
念
場
　
恋
は
試
験
が
済
ん
で
か
ら
　
　
　
窪
田
明
徳

お
金
持
ち
　
値
段
も
見
ず
に
買
い
お
ら
す
　
藤
野
清
子

草
食
系
　
彼
女
の
手
よ
り
美
し
か
　
　
　
　
光
堀
善
教

ど
う
な
る
の
　
夫
婦
仲
良
く
認
知
症
　
　
　
狩
野
本
六

げ
ん
担
ぎ
　
回
り
道
し
て
帰
ら
し
た
　
　
　
田
尻
浩
風

開
き
直
り
　
ク
ビ
は
覚
悟
で
す
る
意
見
　
　
小
川
繁
美

忘
れ
兼
ね
　
や
っ
ぱ
不
貞
の
妻
で
し
ょ
か
　
髙
倉
新
米

気
の
利
か
ん
　
飲
兵
衛
た
ち
に
ゃ
茶
は
い
ら
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
○
子

ジ
ョ
ギ
ン
グ
時
代
　
初
日
の
出
か
ら
走
り
よ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
レ
イ
子

菊
池
短
歌
会

11
月
詠
草

泗
水
短
歌
会

11
月
詠
草

秋
蝶
の
草
木
の
色
に
ま
ぎ
れ
ゐ
し
　
　
　
　
田
中
美
智

初は
つ
し
ぐ
れ

時
雨
記
憶
の
ひ
と
つ
よ
み
が
え
り
　
　
　
吉
井
綾
子

ほ
ろ
と
翔と

び
ほ
ろ
と
傾
く
冬
の
蝶
　
　
　
丸
山
美
代
子

火
の
国
の
火
の
山
越
え
て
神
の
旅
　
　
　
　
岩
木
敬
治

一
病
を
庇か

ば

ひ
つ
ゝ
菊
咲
か
せ
た
り
　
　
　
　
打
出
　
貞

大
鷹
の
弧
を
え
が
き
つ
ゝ
舞
ひ
降
り
ぬ
　
　
野
中
公
枝

青
空
を
捥も
ぎ
と
る
如
く
柿
を
捥も
ぐ
　
　
　
　
隈
部
輝
子

風
誘さ

そ

ひ
風
に
誘さ

そ

は
る
落
葉
降
る
　
　
　
　
　
田
島
房
子

登
り
来
て
大
師
縁ゆ

か
りの

大
紅
葉
　
　
　
　
　
　
加
藤
妙
子

水
音
を
包
み
込
み
た
る
紅
葉
山
　
　
　
　
　
北
村
妙
子

鳥
来
ま
せ
残
し
て
お
き
し
木
守
柿
　
　
　
　
平
山
邦
子

海
鳴
り
に
眠
れ
ぬ
一
夜
冬
の
旅
　
　
　
　
　
宮
本
雅
子
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応

１
月
10
日
は

　
　
　
　

１
１
０
番
の
日

ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　

母
子
保
健
推
進
員

景
色
の
見
え
る
食
卓
づ
く
り

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　

ｉ
ｎ 

き
く
ち

　

熊
本
県
内
に
お
い
て
も
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
続
い
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
流
行
の
拡
大
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
重
症
化
が
懸

念
さ
れ
る
「
優
先
接
種
者
」
の
人
た

ち
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

予
防
が
基
本
で
す
。

　

引
き
続
き
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
こ
ま

め
な
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど
、
感
染

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
療
は
、
原
則

と
し
て
全
て
の
医
療
機
関
で
行
っ
て

い
ま
す

　

ま
ず
、
電
話
で
、
か
か
り
つ
け
医

　

丈
夫
な
歯
は
、
体
全
体
の
健
康
を

支
え
て
く
れ
ま
す
。
乳
幼
児
期
か

ら
、
む
し
歯
を
予
防
し
歯
の
健
康
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

・ 

夜
、
寝
る
前
は
、
大
人
が
仕
上
げ

磨
き
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・ 

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
健
康
的

な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

訪
問
の
際
に
は
「
菊
池
市
母
子
保

健
推
進
員
之
証
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

菊
池
市
で
は
、
健
や
か
な
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
で
支
援
し
て
い
く
た
め
に
43
人

の
母
子
保
健
推
進
員
が
市
よ
り
委
嘱

を
受
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼

児
期
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、市
か
ら
の
連
絡
を
伝
え
た
り
、
相

談
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
健
診
時
の
協
力
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
む
し
歯
予
防
を
重
点
活
動

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
の
合
言
葉
は
「
食
べ
た
ら
磨

く
歯
、
歯
ッ
ピ
ー
」
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定

さ
れ
た
高
齢
者
の
人
な
ど
が
、
所
得

税
の
確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告

の
際
に
、
税
控
除
を
受
け
る
た
め
の

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

障
害
者
控
除

対
象
者　

平
成
21
年
12
月
31
日
（
木
）

現
在
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介

護
認
定
（
１
〜
５
）
を
受
け
た
65
歳

以
上
で
、
認
定
調
査
な
ど
に
よ
り
対

応
表
の
「
日
常
生
活
自
立
判
定
基
準
」

に
該
当
す
る
人
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
６

級
、
精
神
障
害
者
保
険
手
帳
１
〜
３

級
な
ど
の
認
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

生
き
が
い
推
進
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
民
生
課
に
あ
る
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
に
記
入
、

押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
障
害
者
控
除　

納
税
者
自

身
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

親
族
が
所
得
税
法
上
の
障
が
い
者
に

当
て
は
ま
る
場
合
に
は
、
一
定
の
金

額
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
控
除
で
き
る
金
額
は
障
が

い
者
１
人
に
つ
き
27
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
障
害
者
（
１
級
・
２

級
）
に
該
当
す
る
場
合
は
40
万
円
に

な
り
ま
す
。

や
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
連
絡
し
、

受
付
時
間
な
ど
の
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
救
急
医
療
体
制
を

維
持
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
診
療

時
間
内
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

か
か
り
つ
け
医
が
な
い
人
や
受
診

す
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
熱
相
談

セ
ン
タ
ー
で
最
寄
り
の
医
療
機
関

を
紹
介
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
で
き
る
限
り

自
宅
療
養
し
て
、
外
出
を
自
粛
す
る

な
ど
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
な
ど
に
つ
い
て

は
、
広
報
き
く
ち
12
月
号
19
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー

　

菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
５
５

そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て

　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
４
０

・ 

菊
池
産
の
旬
の
食
材
を
使
用
し
た

郷
土
料
理
の
昼
食

参
加
費　

５
０
０
円

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
、

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

 　

Ｊ
Ａ
菊
池
総
務
部
（
東
）

　

☎
（
23
）
３
５
０
０

　

食
育
に
興
味
が
あ
る
人
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

開
場　

午
前
10
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館
、
中
央

公
民
館
、
Ｊ
Ａ
菊
池
中
央
支
所

内　

容

・ 

基
調
講
演
「
地
域
と
学
校
で
つ
く

る
食
と
農
の
教
育
」

　

奈
須
正
裕
さ
ん
（
上
智
大
学
総
合

　

人
間
科
学
部
教
授
）

・ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
生

き
る
力
を
育
む
食
農
教
育
を
ど
う

進
め
る
か
」

・
分
科
会

おしらせ
I n fo rmat i on

096(385)3300（24時間）

モシモシ
１月の 健康情報

月：加齢黄斑変性症とは

火：熊本の高齢者の孤独死の実態

水：こむらがえり（からすまがり）

木： 神経をとった歯が、なぜ痛む

のでしょうか

金：くも膜下出血

土／日：熊本の救急医療について

介
護
保
険
要
介
護
認
定
高
齢
者
の

障
害
者
控
除
・
お
む
つ
代
医
療
費
控
除

と　き　１月14日（木）
　　　　午前９時30分～正午
ところ　七城多目的研修センター
内　容　400ml 献血

と　き　１月26日（火）
　　　　午前９時30分～午前11時、
　　　　正午～午後４時
ところ　菊池市役所正面玄関前
内　容　400ml 献血

献血のご協力をお願いします

い
す
に
座
っ
て
で
き
る

　
　

き
く
ち
ゃ
ん
体
操
⑩　

　

―
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
―

椅
子
を
両
手
で
つ
か
み
、
背
中
で
背

も
た
れ
を
押
し
ま
す
。

住
民
税
の
障
害
者
控
除　

所
得
税
と

同
じ
条
件
で
次
の
と
お
り
控
除
さ
れ

ま
す
。

　

障
が
い
者
１
人
に
つ
い
て
26
万

円
。
ま
た
、
特
別
障
害
（
１
級
・
２

級
）
に
該
当
す
る
場
合
は
30
万
円
で

す
。
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下

の
人
は
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
、
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
場
合
、
平
成
21
年
中
に

作
成
さ
れ
た
日
付
・
寝
た
き
り
度
・

尿
失
禁
の
有
無
が
記
載
さ
れ
た
主
治

医
意
見
書
を
確
認
し
て
確
認
書
を
交

付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
介
護
保
険
係

　

ま
た
、
動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て

い
る
）
筋
肉
を
意
識
し
て
行
い
ま

す
。
こ
の
体
操
を
す
る
時
は
、
必
ず

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
準
備
体
操
を
し

た
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

効
果
の
あ
る
筋
肉

　

背
中
と
お
腹
の
筋
肉

効　

果

・ 

腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

・
背
中
の
力
が
つ
き
ま
す
。

・
腰
が
曲
が
る
の
を
予
防
し
ま
す
。

・
姿
勢
が
良
く
な
り
ま
す
。

注
意
点

・ 

椅
子
を
両
手
で
し
っ
か
り
つ
か
み

ま
す
。

・ 

首
は
そ
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

「
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
き
く
ち
ゃ

ん
体
操
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り

抜
粋

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
１
１
０

番
通
報
は
、
事
件
・
事
故
の
早
期
解

決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
１
１
０
番
は
、
緊
急
時
の
通
報

用
で
す
。

　

相
談
や
緊
急
で
な
い
電
話
は
、
菊

池
警
察
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
警
察
署

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

　

こ
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
筋

肉
を
痛
め
に
く
く
、
少
な
い
回
数
で

筋
力
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。
３
秒
間

を
１
回
行
い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声

で
数
え
、
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て

無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。

　

菊
池
市
内
に
は
囃
子
や
神
楽
、
獅

子
舞
、
太
鼓
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
数

多
く
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
今
回
は
穴
川
夜
神
楽
を

紹
介
し
ま
す
。
地
域
に
伝
わ
る
神
楽

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

穴
川
夜
神
楽
（
班
蛇
口
・
穴
川
）

　

十
座
か
ら
構
成
さ
れ
る
穴
川
夜
神

楽
は
「
鬼
神
の
舞
」
が
最
も
有
名
で

す
が
、
そ
の
鬼
神
の
持
つ
御
幣
の
紙

片
は
１
年
間
の
お
守
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
は
特
に
若
手
の
育
成
に

取
り
組
ま
れ
、
ま
た
龍
門
小
学
校

と
連
携
し
て
神
楽
の
指
導
を
す
る
な

ど
、
後
継
者
の
下
地
づ
く
り
も
始
め

対応表

区　分 障がい区分
認定調査
結　　果
（認知性度）

障がい区分
認定調査
結　　果

（寝たきり度）

障害者 知的障害者
（軽・中度） Ⅲａ　　Ⅲｂ 身体障害者

（３～６級） B１　　B２

特別障害者 知的障害者
（重度） Ⅳ　　　M 身体障害者

（１～２級） C１　　C２

※ 表中の判断基準は、障害老人の日常生活自立度判定基準、認知症であ
る老人の日常生活自立度判定基準に基づきます。

菊
池
市
内
無
形
民
俗
芸
能
行
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
穴
川
菅
原
神
社
奉
納

と　

き　

１
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

穴
川
菅
原
神
社

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　現在、400ml 献血の需要が大変大きくなって
います。また、薬を飲んでいる人でも、献血をお
願いできる場合もあります。皆さんのあたたかい
ご協力をお願いします。
　献血の安全性向上のため、運転免許証などの身
分証明証による本人確認をお願いしています。趣
旨をご理解の上、協力をお願いします。また、献
血カードを持っている人は持参してください。
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問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

菊池夢美術館情報菊池夢美術館情報

古典の世界より
松本隆子
期間： １月19日（火）～１月31日（日）

　いにしえの時代より受け継がれて

きた書道、能楽、茶道のなかより、

書を現代にいきづく様式として表わ

してみました。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630
わいふ一番館だよりわいふ一番館だより

花
房
台
地
の
大
断
層

古
代
湖「
茂
賀
の
浦
」と
菊
池

シ
リ
ー
ズ
⑩

花
房
台
地
の
変
遷

　

花
房
台
地
の
地
層
の
標
準
的
な
重

な
り
具
合
か
ら
判
断
す
る
と
、
花
房

台
地
の
「
こ
ぶ
し
大
の
砂
礫
層
」
ま

で
は
、
湖
水
の
中
に
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
の
赤
ボ
ク
、
黒
ボ
ク
の

時
代
に
な
る
と
水
の
影
響
を
う
け
て

い
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
姶
良
火
山
灰
や
Ａ

ｈ
ア
カ
ホ
ヤ
喜
界
火
山
灰
の
年
代
は

分
っ
て
い
る
の
で
、
等
間
隔
で
火
山

灰
が
堆
積
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
水

の
影
響
か
ら
離
れ
て
何
年
た
っ
た
か

計
算
で
き
ま
す
。

　

私
の
計
算
で
す
と
台
地
上
に
水
が

無
く
な
っ
て
約
４
万
年
経
過
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
花
房
台
地
の
大
活

断
層
が
起
き
て
４
万
年
経
過
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
菊
池
盆
地
北

部
の
台
（
う
て
な
）
台
地
は
、
４
万

年
前
ま
で
は
花
房
台
地
と
一
続
き

で
、
迫
間
川
や
菊
池
川
の
水
が
花
房

台
地
の
上
を
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
実
際
に
花
房
台
地
の
最
上

部
の
砂
礫
層
の
中
に
迫
間
川
の
砂
礫

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
花
房
台
地
の
大

活
断
層
で
菊
池
盆
地
面
が
ず
れ
落
ち

た
の
で
、
湖
水
は
盆
地
内
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
先
土
器
時
代
、
縄
文

時
代
を
経
て
弥

生
時
代
の
始
め

ま
で
、
菊
池
盆

地
は
「
茂
賀
の

浦
」
と
い
う
大

き
な
湖
の
中
に

あ
り
ま
し
た
。

鍋
田
の
岩
が
崩

れ
、
湖
水
が
玉

名
に
流
れ
出
す

と
菊
鹿
盆
地

は
、
「
ク
ク

チ
」
と
い
わ
れ

る
広
大
な
湿
地

帯
で
し
た
。
菊

池
が
「
米
ど
こ

ろ
」
と
し
て
有

名
な
の
は
、
菊

鹿
盆
地
が
そ
の

昔
、
大
き
な
湖

だ
っ
た
た
め
、

腐
葉
土
が
堆
積

し
土
が
肥
え
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

（
文
責
）
熊
本
地
学
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　

英

大
す
き
だ
よ　

お
母
さ
ん

　

わ
た
し
の
お
母
さ
ん
は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
お
へ
や
を
そ
う
じ
し
た
り
、
た
の

ま
れ
た
も
の
の
買
い
も
の
を
し
た
り

ね
て
い
る
人
を
お
こ
し
た
り
す
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
き
つ
そ
う
な
時

は
一
人
ひ
と
り
の
お
へ
や
に
つ
れ
て

行
っ
て
、
ベ
ッ
ト
に
ね
せ
る
そ
う
で

す
。
ド
ス
ン
と
い
っ
た
ら
い
け
な
い

の
で
、
せ
中
を
さ
さ
え
て
、
ゆ
っ
く

り
す
わ
ら
せ
た
り
、
ね
せ
た
り
す
る

そ
う
で
す
。

　

一
ど
、
わ
た
し
が
か
ぜ
を
ひ
い
た

時
、
い
っ
し
ょ
に
つ
れ
て
い
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
お
母
さ
ん

は
キ
ビ
キ
ビ
う
ご
い
て
た
い
へ
ん
そ

う
で
し
た
。
目
ぐ
す
り
を
さ
し
て

や
っ
た
り
コ
ッ
プ
に
水
を
は
こ
ん
だ

り
、
た
ま
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
で

何
か
し
て
い
ま
し
た
。
で
ん
話
も
な

る
の
で
、
は
た
ら
い
て
い
る
人
た
ち

み
ん
な
で
、
き
ょ
う
力
し
た
り
、
た

す
け
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
も
つ
く
る
そ
う
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
分
も
じ
分
た
ち

の
分
も
、
二
人
で
考
え
て
つ
く
る
そ

う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
ご

は
ん
は
、
や
わ
ら
か
く
し
た
り
、
大

き
い
と
、
の
み
こ
め
な
い
の
で
小
さ

く
切
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
お
さ

ら
あ
ら
い
は
、
お
母
さ
ん
一
人
の
し

ご
と
で
し
た
。　

　

お
母
さ
ん
の
お
し
ご
と
は
、
た
い

へ
ん
そ
う
で
す
。
そ
の
日
は
十
二
時

ご
ろ
か
え
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
ね

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
は

夕
が
た
六
時
半
か
ら
七
時
半
ご
ろ
か

え
り
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
前
の

日
は
、
や
き
ん
も
あ
り
ま
す
。
休
み

は
三
週
間
に
一
か
い
で
す
。
き
つ
い

時
は
、
朝
、
早
お
き
し
て
し
ご
と
に

行
か
な
い
と
い
け
な
い
時
だ
そ
う
で

す
。
ど
う
し
て
し
ご
と
を
す
る
の
か

聞
い
た
ら
、
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
、

生
か
つ
し
た
り
す
る
た
め
だ
そ
う
で

す
。

　

楽
し
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
や
、

い
っ
し
ょ
に
は
た
ら
い
て
い
る
人
た

ち
が
に
こ
っ
と
わ
ら
っ
て
く
れ
る
時

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
だ
っ
て
、
み
ん
な
が
楽
し
い
こ
と

が
、
一
ば
ん
い
い
し
。
」

と
お
母
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
お
母
さ
ん
が
き
が
え
た

ふ
く
を
に
お
っ
た
ら
、
ご
は
ん
の
に

お
い
が
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
は
、
あ

ま
り
い
い
に
お
い
は
し
な
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

そ
の
日
は
、
お
母
さ
ん
の
か
た
を

い
っ
ぱ
い
も
み
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は「
『
か
た
も
み
し
よ
う
か
。
』
っ

て
言
わ
れ
る
だ
け
で
も
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
う
れ
し
い
！
気
も
ち
い
い

よ
。
」
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

「
あ
り
が
と
う
、
ま
こ
。
気
も
ち
よ

か
っ
た
よ
ー
。
あ
ん
た
た
ち
、
や
さ

し
い
ね
〜
。
」

と
言
い
な
が
ら
、
だ
き
し
め
て
く
れ

ま
し
た
。
心
の
中
が
あ
っ
た
か
く

な
っ
て
、
（
よ
っ
し
ゃ
〜
。
）
と
い

う
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
、
お
し
ご
と
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
も
お
る
す
ば

ん
を
、
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
り
ま

す
。

迫
水
小
学
校
２
年  

                  

田
中
ま
こ
と

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       

53

自分らしい生き方応援します！

　研修先の「国立女性教育会館」では、神田理事
長より「ここの 30年の歴史が、女性の社会参画の
歴史である。男女が状況判断力、現状洞察力、未
来を目指す力。それも地域を抱き込み共に進むこ
とが大切」との講話。
　また「女性の仕事と未来館」では、女性が元気
になると社会が元気になる。男女共同参画は元気
の素であるとの話に感銘した。
　他に大田区男女共同参画センター、東松山ネッ
トワークとの交流など豊富な研修となった。
　今回の研修受講により、これからの男女共同参
画とは自分の住んでいるまちを素敵な所にしてい
きたいという思いであると感じた。また皆で力を
出し合えば実現可能であるという希望も見つけ出
すことができた。
　研修後に自ら市民活動のために立ち上げた、Ｎ
ＰＯ法人の活動についても男女共同参画の視点を
持ち丁寧に関わっていきたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　 　　　　安武　壽美

男女共同参画社会づくり地域リーダー育成
国内派遣研修に参加して

　心配し、ケアし、フォローすることが親子の愛
情？いつまでも親離れ・子離れできない親子関係！
　「共存依存」という言葉を手掛かりに信田さんの
語りを通して、豊かな親子やお互いを思いやる関
係を考えてみませんか？
と　き　１月 31日（日）午後２時～午後４時
ところ　熊本市総合女性センター多目的ホール
入場料　前売り　1,000 円　当日　1,300 円
問い合わせ・申込先
　NPO法人ウィメンズ・カウンセリングルーム熊本
　☎ 096（381）8831

原宿カウンセリングセンター所長
（臨床心理士）信田さよ子さんの講演会

問い合わせ先
男女共同参画推進室

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

平
成
22
年
度
新
規
就
農
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
生
募
集

研
修
期
間　

６
月
23
日
（
水
）
、
９
月
15
日

（
水
）
、
11
月
17
日
（
水
）
の
い
ず
れ
か

（
一
人
１
回
）

共
通
事
項

応
募
方
法　

受
講
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受

講
願
書
は
、
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
希
望

者
に
は
送
付
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教
科
書
、
資
料

代
な
ど
は
受
講
生
の
実
費
負
担
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
部
）

　

☎
０
９
６
（
２
４
８
）
１
１
８
８

　

〒
８
６
１ 

ー 

１
１
１
３

　

合
志
市
栄
３
８
０
５

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
県
内
に
お

い
て
、
本
格
的
な
就
農
を
目
指
す
人
を
対
象

と
し
た
実
践
講
座
、
就
農
を
検
討
し
て
い
る

人
を
対
象
と
し
た
就
農
予
備
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

実
践
講
座  

募
集
期
間　

１
月
25
日(

月)

〜
２
月
12
日(

金)

研
修
期
間　

４
月
12
日
（
月
）
〜
12
月
10
日

（
金
）
予
定

就
農
予
備
講
座

募
集
期
間

　

開
催
日
の
１
カ
月
前
〜
１
週
間
前

開館時間
午前９時～
午後５時 30分

菊池郡市退職校長会文化展
期間：１月４日（月）～１月 10日（日）

きくち・絆（ハート）展
きくち圏域の障がい者作品展示会
期間：１月 13日（水）～２月９日（火）
　菊池圏域の養護学校、福祉施設、福祉事業の人たちの
作品です。
　こころに響く作品をぜひご覧ください。

６月までの展示を受け付
けています。
お気軽にお尋ねくださ
い。

花房台地 うてな台地

菊
池
川

迫
間
川

菊 池 盆 地

断層
断層

断層

菊池盆地の断面図
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I n f o r m a t i o n

市
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す

　

市
有
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
一
般

競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
売
払
い
物
件

１
号
物
件
（
戸
城
市
有
地
）

　

宅
地
（
菊
池
市
原
字
迫
２
９
０
２

番
４
）

　

面
積　

１
、
２
９
６
．
１
４
㎡

　

最
低
売
却
予
定
価
格

　

４
、
２
８
０
、
０
０
０
円

２
号
物
件
（
住
吉
市
有
地
）

　

宅
地
（
菊
池
市
泗
水
町
住
吉
字
新

屋
敷
２
２
７
４
番
３
）

　

面
積　

６
２
１
．
１
３
㎡

　

最
低
売
却
予
定
価
格

　

５
、
４
７
０
、
０
０
０
円

車
両
物
件

車　

種　

三
菱　

ロ
ー
ザ

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

型　

式　

Ｕ-

Ｂ
Ｅ
４
４
９
Ｆ

排
気
量　

３
．
９
０
ℓ

初
年
度
登
録
年
月　

平
成
４
年
10
月

車
検
有
効
期
間　

車
検
な
し

走
行
キ
ロ
数　

１
４
１
、
０
６
６
㎞

　

（
平
成
21
年
11
月
11
日
現
在
）

仕　

様　

５
Ｍ
Ｔ
、
29
人
乗
り
、

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
・
車
載
型
テ
レ
ビ

付
き

最
低
売
払
価
格

　

１
０
０
、
０
０
０
円
（
消
費
税
込
）

車
体
色　

ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
、
赤
ラ

イ
ン
や
模
様
あ
り

●
入
札
参
加
受
付
期
間

土　

地　

１
月
５
日(

火)

〜
１
月
29
日

(

金)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

車　

両　

１
月
５
日
（
火
）
〜
１
月

21
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く

受
付
場
所　

財
政
課
管
財
係

●
現
地
説
明
会
（
土
地
）

１
号
物
件
（
戸
城
市
有
地
）

　

１
月
21
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

２
号
物
件
（
住
吉
市
有
地
）

　

１
月
21
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

●
売
払
い
物
件
の
公
開
（
車
両
）

と　

き　

１
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所
東
側
駐
車
場

●
入
札
・
開
札

土　

地

と　

き　

２
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時

と
こ
ろ　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

車　

両

と　

き　

１
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時

と
こ
ろ　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

●
共
通
事
項

申
込
方
法

・ 

市
有
財
産
（
車
両
）
公
売
一
般
競

争
入
札
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
し
て
、
受
付
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

参
加
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合

は
、
受
付
期
間
内
に
必
着
。
メ
ー

ル
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。

・ 

入
札
参
加
者
は
、
参
加
申
込
書
と

一
緒
に
、
法
人
に
あ
っ
て
は
法
人

登
記
簿
謄
本
、
個
人
に
あ
っ
て
は

本
籍
地
の
市
区
町
村
長
な
ど
の
発

行
す
る
身
分
証
明
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。

参
加
資
格
の
承
認　

市
有
財
産
（
土

地
）
公
売
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込

書
を
提
出
し
た
人
に
は
、
入
札
日
前

ま
で
に
参
加
資
格
の
有
無
に
つ
い
て

申
込
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

参
加
資
格　

次
の
項
目
に
該
当
し
な

い
こ
と
。

・ 

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な

い
者
（
未
成
年
者
な
ど
）

・
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

・ 
そ
の
他
地
方
自
治
法
施
行
令

１
６
７
条
の
４
第
２
項
該
当
者

そ
の
他　

受
付
期
限
ま
で
に
市
有
財

産
公
売
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書

の
提
出
が
な
か
っ
た
人
は
、
入
札
に

参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
各
種
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
申
込
時
に
説
明
し
ま

す
。　
　

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
管
財
係

想
（
10
年
間
）
、
基
本
計
画
（
前
期

５
年
・
後
期
５
年
）
、
実
施
計
画

（
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
）
の
３
本
柱
の

な
か
で
、
「
豊
か
な
水
と
緑
、
光
あ

ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
と
し
、
３
つ
の
目

標
・
９
つ
の
柱
・
27
の
主
要
施
策
・

71
の
施
策
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

募
集
期
限　

１
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

    

〜
１
月
25
日
（
月
）

閲
覧
場
所　

菊
池
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
す
る
と
共
に
、
企
画
振
興

課
や
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

 

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱

　

総
合
計
画
基
本
計
画
に
掲
げ
た

「
行
財
政
の
効
率
化
」
を
具
現
化

す
る
た
め
に
、
菊
池
市
の
行
財
政
改

革
の
理
念
と
方
向
性
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
「
市
民
視
点
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」
と
「
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
運
営
」
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

募
集
期
限　

１
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

 

〜
１
月
22
日
（
金
）

閲
覧
場
所　

菊
池
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
す
る
と
共
に
、
行
政
改
革

推
進
課
や
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

行
政
改
革
推
進
課

 

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工

場
や
商
店
、
農
業
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
の
こ
と

で
す
。

申
告
の
内
容

　
　
次
の
事
業
用
資
産
を
持
つ
人
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有
状

況
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改

装
な
ど
）

・ 

機
械
お
よ
び
装
置
（
乾
燥
機
・
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
）

・ 

車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
自
動
車
税
な
ら
び
に

軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の

を
除
く
。
）

 

・ 

工
具
器
具
お
よ
び
備
品
（
机
・
イ

ス
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

※ 

新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産

を
持
ち
、
手
元
に
申
告
書
が
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
合
は
、
関
係
書
類
を
送
付
し
ま

す
。

申
告
期
限　

２
月
１
日
（
月
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
告
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係 

　

「
菊
池
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
（
案
）
」
お
よ
び
「
第
二
次
菊
池

市
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
」
へ
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
市
で
検
討
し
、
反
映
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
反
映
の
有
無
は
、
菊
池
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

菊
池
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画　

　

総
合
計
画
は
、
地
域
づ
く
り
の
最

も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
行
政
計

画
で
あ
り
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
計

画
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
指
標

を
示
す
も
の
で
す
。

　

菊
池
市
の
総
合
計
画
は
、
基
本
構

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
申
告
の
お
願
い

法
定
調
書
の
提
出
は

　
　

２
月
１
日（
月
）ま
で

●国民健康保険税第７期
※ 口座振替を利用している人は、
１月25日（月）に振替を行いま
すので、残高の確認をお願いし
ます。

問い合わせ先　税務課、徴税課

１月の「税」の納期限
２月１日（月）

平
成
22
年
度（
平
成
21
年
中
の
収
入
分
）の

市
県
民
税
申
告（
確
定
申
告
）
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

市
県
民
税
は
、
前
年
（
平
成
21
年

１
月
〜
12
月
）
の
所
得
に
基
づ
き
計

算
さ
れ
、
市
と
県
に
納
め
る
税
金
で

す
。
平
成
22
年
度
の
市
県
民
税
申
告

（
確
定
申
告
）
を
、
次
の
日
程
で
計

画
し
て
い
ま
す
。
も
れ
な
く
申
告
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

２
月
８
日
（
月
）

                      

〜
２
月
10
日
（
水
）

と　

き　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
役
所
１
階
小
会
議
室

※ 

こ
の
期
間
は
、
本
庁
の
み
の
申
告

受
付
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

年
金
収
入
１
４
８
万
円
以

上
の
人
が
該
当
と
な
り
ま
す
。

※ 

該
当
者
の
人
に
は
、
別
途
通
知
し

ま
す
。

申
告
に
必
要
な
物

　

印
か
ん
、
年
金
源
泉
徴
収
票
、
生

命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
控
除
証

明
書
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

（
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
保
険

料
な
ど
）
、
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要

な
書
類

※ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

記
載
誤
り
の
な
い
よ
う
正
確
に
記
載

し
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
給
与
の
源
泉
徴
収
票
の
摘

要
欄
に
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
に
関
す
る
居
住
開
始
年
月
日
を
記

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
定
調
書
の
提
出
は
、

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
」
を
利
用
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
出
が
で
き
ま

す
。
法
定
調
書
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
し
て
提
出
す
る
た
め
の
手
続
や
詳

細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
（
資
料

情
報
担
当
）
に
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

※
自
動
音
声
案
内

　

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料

な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
支
払

先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額
な
ど

を
記
載
し
た
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調

書
な
ど
（
総
称
し
て
「
法
定
調
書
」

と
い
い
ま
す
。
）
を
税
務
署
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
定
調
書
は
、
利
子
、
配
当

な
ど
の
一
部
を
除
き
、
１
年
間
の
支

払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
も

の
で
、
平
成
21
年
中
の
支
払
い
に
係

る
法
定
調
書
の
提
出
は
、
２
月
１
日

（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
か
っ
た
（
世
帯
）
場

合
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・ 

高
額
医
療
費
の
払
い
戻
し
額
が
少

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・ 

70
歳
以
上
の
医
療
費
負
担
で
低
所

得
者
１
の
判
定
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
な
ど

の
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

・ 

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

菊
池
市
に
提
出
さ
れ
、
他
に
所
得

の
な
い
人

・ 

税
務
署
に
所
得
税
の
申
告
を
す
る

人
（
税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ

る
人
）

・ 

65
歳
以
上
の
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
の
み
の
受
給
者
で
、
か
つ

そ
の
支
給
額
が
年
間
１
４
８
万
円

以
下
の
人
。
た
だ
し
、
営
業
・

農
業
・
不
動
産
（
小
作
料
を
含

む
）
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
の
あ
る

人
は
除
き
ま
す
。

● 

広
報
き
く
ち
２
月
号
で
「
市
県
民

税
申
告
の
し
お
り
」
を
掲
載
し
ま

す
。

領
収
書
な
ど
を
添
付
し
、
合
計
金

額
を
計
算
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他

・ 

対
象
者
以
外
の
人
の
申
告
期
間

は
、
２
月
16
日
（
火
）
〜
３
月
15

日
（
月
）
で
す
。

・ 

今
年
は
、
菊
池
市
全
域
に
お
い
て

地
区
割
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
期

間
後
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
年
金
収
入
の
み
の
人
」を
対
象
に

事
前
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

202010 January広報きくち21 2010 January広報きくち



　

菊
池
市
に
お
い
て
、
熊
本
県
主
催

の
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
菊

池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
隈
府
内
３
箇
所
の
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
設
計
を
行
っ
て
い
る

建
築
家
の
塩
塚
隆
生
さ
ん
や
伊
藤
豊

雄
さ
ん
、
曽
我
部
昌
史
さ
ん
ら
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
「
街
な
か
の
小
さ
な
公

園
と
足
湯
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ィ
ス

対
象
者　

菊
池
市
に
居
住
し
、
市
内

の
居
住
用
住
宅
（
店
舗
な
ど
と
の
併

用
住
宅
を
含
む
）
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
新
規
に
設
置
す
る
人
。

※
設
置
後
の
申
請
は
対
象
外
。

申
請
締
切

　

平
成
22
年
３
月
１
日
（
月
）
ま
た

は
予
算
が
終
了
し
た
と
き
。

※ 

設
置
は
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
。

補
助
額

　

１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
５
万
円
で
、
上
限

15
万
円
。

※
１
、
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

そ
の
他

　

補
助
を
受
け
る
た
め
の
条
件
や
、

添
付
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
企
画
振
興
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

に
は
「
県
お
よ
び
国
の
補
助
制
度
」

が
あ
り
ま
す

県
の
補
助
額

１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
３
．
５
万
円

（
最
大
出
力
が
10
Ｋ
Ｗ
未
満
で
、
か

つ
シ
ス
テ
ム
価
格
が
70
万
円(

税
抜)

／
Ｋ
Ｗ
以
下
）

国
の
補
助
額

　

１
Ｋ
Ｗ
あ
た
り 

７
万
円
（
最
大
出

力
が
10
Ｋ
Ｗ
未
満
で
、
か
つ
シ
ス
テ

ム
価
格
が
70
万
円(

税
抜)

／
Ｋ
Ｗ
以

下
）

問
い
合
わ
せ
先

市
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

県
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

熊
本
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

（
熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
18

番
１
号
）

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
６
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

　

０
９
６
（
３
８
３
）
０
３
１
４

国
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

財
団
法
人
く
ま
も
と
テ
ク
ノ
産
業

財
団
（
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
大

字
田
原
２
０
８
１
ー
10
）

　

☎
０
９
６
（
２
８
９
）
１
８
０
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
６
（
２
８
９
）
１
８
２
１

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
講
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
７
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
土
木
部
建
築
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
７
３

　

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
菊
池
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

市
営
住
宅
中
町
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

入
居
場
所　

菊
池
市
隈
府
86
番
地　

中
町
団
地
７
Ａ
棟
３
０
１
号

募
集
戸
数　

１
戸

　

中
層
耐
５
階
建
て
（
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家　

賃　

５
５
、
０
０
０
円

入
居
資
格　

次
の
①
〜
⑤
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
こ
と
。

① 

持
ち
家
が
な
く
、
居
住
す
る
た
め

の
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
。

② 

現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し

な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
お
よ
び
婚
約
者

を
含
む
。
）
が
あ
る
。

③ 

入
居
申
し
込
み
を
し
た
日
に
お
け

る
月
額
所
得
の
合
計
が
20
万
円
以

上
32
万
２
千
円
以
下
で
あ
る
。

※ 

月
額
所
得
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

は
、
収
入
や
家
族
構
成
を
も
と
に

計
算
し
ま
す
の
で
詳
し
く
は
住
宅

　

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
。

⑤ 

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
し
て
い
る
親
族
な
ど
が
暴
力
団

員
で
な
い
。

申
込
方
法　

次
の
①
〜
⑤
を
用
意
し

て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

① 

入
居
申
込
書
・
住
宅
状
況
申
告
書

（
住
宅
係
に
あ
り
ま
す
）

②
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

③
住
民
票
の
謄
本

④ 

平
成
21
年
度
市
県
民
税
・
課
税
台

と　

き　

２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付　

午
前
６
時

と
こ
ろ　

竜
門
ダ
ム
一
帯

参
加
者　

誰
で
も
参
加
可
能
（
小
中

学
生
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
）

対
象
者　

平
成
22
年
度
に
実
施
す
る

工
事
、
委
託
業
務
、
物
品
そ
の
他
役

務
の
提
供
に
係
る
入
札
へ
の
参
加
を

希
望
し
、
平
成
21
年
度
に
受
け
付
け

を
し
て
い
な
い
人
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
月
）
〜
２

月
26
日
（
金
）

　

申
込
方
法
や
提
出
書
類
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
る
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
広
域
連
合
総
務
課

　

☎
（
38
）
０
１
７
１

帳
記
載
事
項
証
明
書

⑤
未
納
が
な
い
証
明
書

※ 

未
納
が
な
い
証
明
書
が
発
行
で
き

な
い
市
町
村
に
住
む
人
は
、
平
成

20
年
度
納
税
証
明
書
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

④
、
⑤
は
、
18
歳
以
上
の
同
居
予

定
者
全
員
分
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
該
当
す
る
人
は
次
の
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・ 

年
金
手
帳
や
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
こ

れ
ら
の
写
し

・ 

同
居
予
定
者
が
婚
約
者
の
場
合
は

婚
約
証
明
書

申
込
期
限　

１
月
15
日
（
金
）
〜 

１

月
28
日
（
木
）
午
後
５
時
必
着

そ
の
他

・ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
２
月
８

日
（
月
）
に
行
う
抽
選
に
て
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

・ 

申
込
書
・
そ
の
他
書
類
に
虚
偽
の

申
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
居
決

定
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

人　

数　

先
着
２
０
０
人
（
予
約
制
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

※ 
別
途
、
釣
鑑
札
代
５
０
０
円
が

必
要
で
す
（
中
学
生
以
下
は
無

料
）
。
釣
鑑
札
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
５
日
（
金
）

　

竜
門
ダ
ム
の
水
位
状
況
に
よ
り
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
川
漁
業
協
同
組
合

　

☎
０
９
６
８
（
43
）
２
３
６
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
６
８(

43
）
２
６
８
８

　

11
回
目
の
今
回
は
「
ハ
ン
ボ
ク

（
韓
服
）
韓
国
の
伝
統
衣
装
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
⑪

こ
ん
に
ち
は
金キ
ム

で
す

　

ハ
ン
ボ
ク
は
、
前
開
き
の
チ
ョ
ゴ

リ
（
上
衣
）
と
長
い
チ
マ
（
ス
カ
ー

ト
）
か
ら
な
る
、
上
下
の
釣
り
合
い

が
独
特
な
衣
装
で
す
。
ス
カ
ー
ト
が

上
衣
の
４
倍
も
長
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
背
の
低
い
女
性
で
も
ハ
ン
ボ
ク

を
着
る
と
背
が
高
く
見
え
ま
す
。

　

ハ
ン
ボ
ク
は
、
緩
や
か
な
曲
線

と
単
純
な
ラ
イ
ン
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
も
、
そ

の
美
し
さ
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
ま

す
。
ま
た
、
一
般
に
天
然
繊
維
で
で

き
て
い
る
の
で
、
１
年
を
通
じ
て
い

つ
で
も
着
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
和か
ら
む
し苧
や
麻
な
ど
の
植
物
繊
維

で
で
き
た
も
の
は
通
気
性
が
良
い
の

で
、
体
の
大
部
分
が
覆
わ
れ
て
い
て

も
夏
を
涼
し
く
過
ご
せ
ま
す
。
絹
な

ど
は
体
温
を
逃
が
さ
な
い
の
で
、
冬

着
に
向
い
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ボ
ク
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は

色
で
す
。
昔
、
朝
鮮
の
支
配
階
級
は

多
く
の
場
合
、
見
栄
え
の
す
る
色
の

も
の
を
着
ま
し
た
が
、
農
民
は
白
い

服
を
着
ま
し
た
。
ま
た
、
未
婚
の
女

性
は
黄
色
と
赤
色
を
取
り
合
わ
せ
た

も
の
を
着
た
の
で
、
そ
れ
と
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
婚
後
は

夫
の
社
会
的
地
位
を
示
す
色
の
ハ
ン

ボ
ク
を
身
に
着
け
ま
し
た
。
最
近
の

結
婚
式
で
は
、
新
婦
の
母
親
は
ピ
ン

ク
を
着
、
新
郎
の
母
親
は
青
で
装
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
慣
習

の
お
か
げ
で
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
の

母
親
か
を
見
分
け
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

朝
鮮
戦
争
（
１
９
５
０
ー
１
９
５

３
年
）
の
後
、
近
代
化
政
策
が
実
施

さ
れ
た
結
果
、
ハ
ン
ボ
ク
は
１
９
７

０
年
代
に
は
廃
れ
、
人
々
は
西
洋
風

の
衣
服
を
着
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
か
つ
て
は
普
段
着
だ
っ

た
ハ
ン
ボ
ク
は
た
ん
す
に
し
ま
わ

れ
、
結
婚
式
や
正
月
な
ど
特
別
な
時

に
し
か
着
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
ハ
ン
ボ
ク
が
再
び

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
一
例
と
し

て
、
１
９
９
６
年
、
ハ
ン
ボ
ク
を
広

め
る
た
め
に
、
月
の
第
１
土
曜
日
を

「
ハ
ン
ボ
ク
を
着
る
日
」
と
定
め
ま

し
た
。
衣
類
メ
ー
カ
ー
は
特
に
若
者

向
け
に
新
し
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も

の
を
売
り
出
し
ま
し
た
。
実
用
的
な

現
代
風
の
ハ
ン
ボ
ク
は
た
い
へ
ん
人

気
を
博
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ボ
ク
は

美
し
く
て
慎
み
深
い
衣
服
と
し
て
韓

国
女
性
の
美
の
象
徴
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。

公共事業入札の公表
※ その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で閲覧
できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

●入札 (開札 ) 日：11月９日（月）

件　名 工事場所 落札者
落札額（税込・円）

落札率 指名
業者数

事業
担当課予定価格（税込・円）

平成21年度野間口地区
（7001-1 ～7007）築造工事 野間口 ㈱栄光建設

37,380,000
97.1% 11 下水道課

38,511,900

平成21年度西迫間寺小野
線（辺地）道路改良工事 西迫間 ㈱エクセレ

ント・工業
25,357,500

98.2% 13 土木課
25,826,850

平成21年度野間口地区
（7012～7025）築造工事 野間口 ショウ・エイ

㈱
27,841,800

99.0% 12 下水道課
28,132,650

平成21年度台堀切線舗装
工事（2工区） 七城町流川外 ㈱キクナガ

建設
18,732,000

98.3% 11 七城総合支所
建設課19,051,200

平成21年度台堀切線舗装
工事（4工区） 七城町水次外 ㈲タシロ建

設工業
22,218,000

98.5% 10 七城総合支所
建設課22,558,200

平成21年度永下岩迫線整
備工事 泗水町永 ㈲中嶋組

18,900,000
98.5% 8 泗水総合支所

建設課19,191,900

平成21年度菊池市文化会
館屋根防水改修工事 亘 ㈱永野工業

12,697,860
70.0% 10 都市整備課

18,139,800

●入札 (開札 ) 日：11月25日（水）

件　名 工事場所 落札者
落札額（税込・円）

落札率 指名
業者数

事業
担当課予定価格（税込・円）

平成21年度林道新山1号
線舗装工事 旭志麓 ㈱安武建設

工業
11,497,500

97.0% 11 農林整備課
11,857,650

平成21年度菰入排水機場
ポンプ分解整備工事 七城町菰入 ㈱ミゾタ熊

本支店
14,805,000

92.8% 7 農林整備課
15,949,500

平成21年度菊池市有林間
伐事業業務委託 原外 菊池森林組

合
17,602,200

94.9% 3 農林振興課
18,545,759

●入札 (開札 ) 日：11月30日（月）

件　名 工事場所 落札者
落札額（税込・円）

落札率 指名
業者数

事業
担当課予定価格（税込・円）

平成21年度七城温泉ドー
ム設備改良工事 七城町林原 共栄設備工

業㈱
52,153,500

98.0% 10 商工観光課
53,225,550

平成21年度七城温泉ドー
ム歩行浴新設等工事 七城町林原 ㈱緒方建設

27,300,000
98.1% 8 商工観光課

27,820,800

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

一
般
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
の
補
助
枠
を

追
加
し
ま
し
た

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
大
会

菊
池
広
域
連
合
の
平
成
22
年

度
一
般
競
争
参
加
資
格
申
請

の
追
加
受
付
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　菊池市では、ふるさとの人々がイキイキ
と暮らすことができる社会を実現するた
めに、ふるさとに対し「応援したい・貢献し
たい」という思いを持つ皆さんから、「が
んばるふるさと菊池応援寄付金」として
支援していただくことで、それらをまちづ
くりへ役立てていきたいと考えています。

問い合わせ・申込先
　企画振興課企画振興係
　〒861－1392　熊本県菊池市隈府888番地
　メールアドレス　kikaku@city.kikuchi.lg.jp
　ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp

「ふるさと納税」ってなに？

　

秋
祭
り
時
期
に
、
豊
間
地
区
か
ら

出
前
講
座
の
依
頼
が
あ
り
邦
楽
の
一

種
で
あ
る
「
相
撲
甚
句
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
力
士
６
、
７
人
が
輪

に
な
り
１
人
ず
つ
で
唄
わ
れ
る
力
士

独
特
の
唄
で
、
そ
の
歌
を
歌
い
な
が

ら
土
俵
入
り
の
し
ぐ
さ
を
真
似
て
い

ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回

豊
間
ふ
る
さ
と
祭
り
」
で
は
、
受
講

者
に
よ
る
「
相
撲
甚
句
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
も
あ
り
、

区
民
の
皆
さ
ん
も
「
と
て
も
良
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
同
地
区

在
住
の
徳
渕
体
指
は
、
親
子
三
代
で

の
出
演
で
し
た
。

　

衣
装
も
貸
し
出
し
ま
す
。
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
近
く
の
体
指
や
社
会
体
育
課
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

荒
尾
市
で
県
の
体
育
指
導
委
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
元
気

　

熊
本　

体
指
と
と
も
に
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
に
、
変
化
す
る
地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
体
指
の
在
り
方

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
開
会
式
や
分
科
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
尾
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
の
徳
井
監
督
に
よ
る
講
演
会

も
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
を
核
と
し
た
元

気
な
町
づ
く
り
の
考
え
方
は
、
菊
池

市
で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
県
体
育
指
導
委
員
功

労
者
表
彰
式
で
は
、
菊
池
市
の
村
上

菊
乃
体
指
が
受
賞
し
、
「
体
指
の
活

動
を
通
し
て
触
れ
あ
う
機
会
が
あ
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
技
を
持
つ

人
と
出
会
え
、
温
か
さ
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
合
併
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
の
場
が
増
え
、
引
っ

張
っ
て
い
く
立
場
と
し
て
が
ん
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
県
体
指
の

研
修
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
他
の
支

部
の
人
と
顔
見
知
り
に
な
る
の
も
い

い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
支
え
の
お
か

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
言

葉
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内

の
芝
生
広
場
に
て
、
ペ
タ
ン
ク
の
実

技
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
市
町
村
の

体
指
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
気
軽

に
行
え
る
ペ
タ
ン
ク
の
良
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

げ
で
受
賞
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
３
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
研
修
し
ま
し
た
。
第
三
分

科
会
で
は
菊
池
市
の
石
本
体
指
が
パ

ネ
ラ
ー
を
務
め
、
テ
ー
マ
は
「
変
わ

り
ゆ
く
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と
新
た
な
体

育
指
導
委
員
の
役
割
」
で
し
た
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
で

行
わ
れ
、
石
本
体
指
は
、
菊
池
市
の

概
要
・
体
指
の
役
割
を
発
表
し
ま
し

た
。
合
併
し
て
組
織
が
大
き
く
な

り
ま
し
た
が
、
「
今
後
、
体
指
一
人

ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
認

識
し
、
今
ま
で
以
上
に
協
力
し
合
い
、

ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　

き
れ
い
な
球
体
で
は
な
い
ふ
ら

ば
ー
る
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
。
相
手
か
ら
き
た
ボ
ー

ル
を
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
か
ら
３
回
で

返
し
ま
す
。

参
加
資
格　

菊
池
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
め
て
い
る
人

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

※
申
し
込
み
時
に
徴
収
し
ま
す
。

申
込
締
切　

２
月
５
日(

金)

申
込
先　

社
会
体
育
課
、
各
総
合
支

所
教
育
課

そ
の
他

・ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・ 

ス
ポ
レ
ク
祭
を
前
に
、
講
習
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
「
相
撲
甚
句
」

第
48
回
熊
本
県

体
育
指
導
委
員
研
修
会

菊
池
市
民
ス
ポ
レ
ク
祭
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

出前講座の「相撲甚句」

熊本県体育指導委員功労者に
選ばれた村上菊乃体指発表する石本体指

昨年の大会から（ドッヂビー）

がんばるふるさと菊池
応援寄付金（ふるさと納税）

寄付金は何に使われるの？

　ふるさとを応援したい、ふるさとに貢献したいと
いう気持ちで納税者の人が市町村などに寄付を行っ
た場合、寄付金額の5,000円を超える部分について
個人住民税額の１割程度を上限として個人住民税が
軽減される制度です。

　寄付いただいた寄付金は、菊池市総合計画の中の
３つのまちづくりの目標達成のために、有効に活用
させていただきます。
心のふるさとづくり
　市民参加のまちづくり
　連携・交流の促進
　生涯学習の推進など

活き活きふるさとづくり
　産業の振興
　都市基盤の整備
　自然環境の保全と活用など
爽快ふるさとづくり
　生活基盤の整備
　健康・医療と福祉の充実など

控 除税額　住民税の所得割額の約１割を上限として、
寄付金額の5,000円を超える部分について税額を控除
します。
税 額の控除と申告　最寄りの税務署に確定申告または
市役所・町村役場に申告を行ってください。
住民税　 寄付した翌年度の住民税を寄付額に応じて
　　　　控除
所得税　寄付金額に応じて控除または還付

控除対象者　住民税の納税義務者
寄付できる自治体
　すべての都道府県庁・市役所・町村役場

◉寄付金申し込みの流れ

⑦ 所得税の還付および翌年度
　住民税の軽減

④寄付金の払い込み

⑥確定申告

①寄付申込

③寄付申込書の送付

⑤寄付受領書送付

②申込書および払込票の送付

菊池市 寄付者

金融機関

寄付された人の
住所地の税務署
または市役所な
ど

　

第
５
回
菊
池
市
民
ス
ポ
レ
ク
祭
を

開
催
し
ま
す
。
気
軽
な
気
持
ち
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
く
だ
さ

い
。
地
域
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。
地
域
や
親
戚
、
お
友
達
な
ど

を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

と　

き　

２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

開
会　

午
前
９
時　

と
こ
ろ　

菊
池
市
総
合
体
育
館

競
技
種
目

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
と
同
じ
ル
ー
ル
で

す
が
、
初
め
か
ら
外
野
に
い
る
人
は

当
て
な
い
と
入
れ
ま
せ
ん
。
ボ
ー
ル

の
代
わ
り
に
、
柔
ら
か
い
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
い
ま
す
。

ア
ジ
ャ
タ

　

新
し
い
玉
入
れ
競
技
で
、
99
個
の

ア
ジ
ャ
タ
ボ
ー
ル
と
１
個
の
ア
ン

カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
い
、
全
部
入
れ
る

ま
で
の
時
間
を
競
い
ま
す
。
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１月24日
（日）

菊池郡市医師会立病院 (内 ) 菊池市  （25）2191

山縣医院 (内・神 ) 大津町  096（293）4430

森本整形外科医院 (整・リハ・形・リウ ) 合志市  096（242）2231

松岡耳鼻咽喉科医院 (耳・ア ) 菊陽町  096（232）5011

片山歯科医院 大津町  096（293）0864

１月31日
（日）

平瀬内科医院 (内 ) 合志市  096（248）5227
たぶち内科循環器科 (循・内・小・神内・呼・
心内 ) 菊陽町  096（233）3588

菊陽台病院 (整・内・消・リハ ) 菊陽町  096（232）1191

黒川産婦人科医院 (産・婦 ) 菊池市  （25）1071

わたなべ歯科 大津町  096（293）2325

２月７日
（日）

古川医院 (内・小・外・耳 ) 菊陽町  096（232）1566    

旭志石田医院 (内・リハ・小 ) 菊池市  （37）2037

勝久病院 (外・胃・消・整・リウ・リハ・麻 ) 大津町  096（293）5000

副島耳鼻咽喉科クリニック (耳・ア ) 合志市  096（249）1777

たなか歯科医院 合志市  096（248）3620

 ●１月10日（日）～２月７日（日）

１月10日
（日）

郷胃腸科内科クリニック (内・胃・消・理 ) 菊池市  （38）2121

東熊本第二病院 (内 ) 菊陽町  096（232）3939

庄嶋医院 (外・胃・肛 ) 合志市  096（242）3388

古賀眼科 (眼 ) 大津町  096（293）1411

橋本歯科医院 菊池市  （38）6018

１月11日
（祝）

西山医院 (内・小 ) 菊池市  （25）2561

本多内科胃腸科医院 (内・胃・消・呼・循 ) 菊陽町  096（232）2021

山下胃腸科クリニック (胃・内 ) 合志市  096（345）0600

池田クリニック（泌） 合志市 096（248）8600 

１月17日
（日）

宮本内科クリニック (内・小・循・消 ) 菊池市  （25）2047

あらいクリニック (外・消・胃・肛・呼・内 ) 大津町  096（293）2358

光の森脳神経外科内科 (脳外・神内・内・放 ) 菊陽町  096（232）7711

いのうえ眼科 (眼 ) 合志市  096（344）1311

増永歯科医院 菊池市  （25）2285

　２月１日（月）現在
で、全国一斉に農林
業の国勢調査と言わ
れる「2010年世界農
林業センサス」を実施
します。
　この調査は、今後の
農林業の政策に役立てるため、５年ごと
に実施する極めて大切な調査です。
　１月下旬から農林業を営む皆さんのと
ころに調査員が訪問して、調査票に農林
業の経営状況などの記入をお願いしま
す。皆さんのご協力をお願いします。
問い合わせ先
　企画振興課広報統計係　または
　熊本県統計調査課
　☎096（333）2179

世界農林業センサスに
ご協力ください

休日在宅当番医 ※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎０９６（２３２）９３３１に問い合わせてください。

 ●１月１日（祝）～１月３日（日）
 ※診療時間　午前９時～午後５時 1/1 1/2 1/3 ※診療時間　午前９時～午後５時 1/1 1/2 1/3

川口病院（外・内・整） 菊池市 (25)2230 ○ ○ ○ 菊池中央病院（内・外・脳外・整） 菊池市 (25)3141 ○ ○ ○

菊池有働病院（精） 菊池市 (25)3146 ○ 岸病院（消外） 菊池市 (38)2750 ○ ○ ○

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 （25）2191 ○ ○ ○ 菊陽台病院（整・内） 菊陽町 096(232)1191 ○ ○ ○

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
事
業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
）

11
月
30
日
（
月
）
現
在

香
典
返
し
寄
付

泗
水
町
内
一
周
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

と　

き　

２
月
７
日
（
日
）

と
こ
ろ　

孔
子
公
園

申
込
方
法

　

１
月
18
日(

月)

ま
で
に
、
所
定
の
用

紙
に
参
加
費
５
、
０
０
０
円
（
小
・

中
学
校
３
、
０
０
０
円
）
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

泗
水
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佐さ
と
う藤　

照て
る
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（
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ユ
キ
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88
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城
じ
ょ
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泰や
す
の
り德

（
亡
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亀か
め
の
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亡
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81
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わ
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み
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（
亡
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正ま
さ
ひ
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67
歳
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原　
　
　

  

須す
ど
う藤　

悦え
つ
こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

辰た
つ

清き
よ　

87
歳
）

上
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寺　
　
　

  

角つ
の
だ田　

郁
い
く
ろ
う郎

（
亡
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安や
す
こ子　

74
歳
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高
野
瀬　
　
　

  

宮み
や

﨑ざ
き
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ン
子こ

（
亡
夫　
　
　

   　
　

喜き
じ
ゅ
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う

重
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歳
）
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亡
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亡
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歳
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松
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松ま
つ
も
と本　

聖せ
い
じ児

（
亡
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哲て
つ
こ子　

85
歳
）

前　

川　
　
　

 

川か
わ
か
み上　　
龍り

ゅ
う
ま誠

（
亡
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キ
ミ
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88
歳
）

元　

村　
　
　

  

石い
し
も
と本　

葉よ
う
こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

義よ
し

孝た
か　

83
歳
）

小
野
崎　
　
　

  

加か
と
う藤
惠え

つ

こ

津
子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

直な
お
み美　

55
歳
）

旭
志
支
所

片
川
瀬　
　
　

  

芹せ
り
か
わ川
エ
イ
子こ

（
亡
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磨
み
が
く　
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歳
）

岩　

本　
　

 　

 

岩い
わ
ね根　

常つ
ね

昭あ
き

（
亡
母　
　
　
　
　
　

ミ
ヨ
子こ　

78
歳
）

楠　

原　
　
　

  

杉す
ぎ
の野　

敏と
し
お夫

（
亡
母　
　
　
　
　
　

ト
メ
ヲ　

81
歳
）

南
桜
ヶ
水　
　

  

村む
ら
た田　
　

作
は
じ
め

（
亡
母　
　
　
　
　
　

志し

な

こ

那
子　

82
歳
）

九
の
峰　
　
　

  

斉さ
い
と
う藤　

康や
す
お男

（
亡
妻　
　
　
　
　
　
　

和か
ず
こ子　

68
歳
）

川　

下　
　
　

  

坂さ
か
も
と本　
　

誠
ま
こ
と

（
亡
父　
　
　
　
　
　
　

義よ
し
お男　

90
歳
）

泗
水
支
所

永　
　
　
　
　

  

荒あ
ら
き木
美み

き

こ

紀
子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

孝た
か
の
り則　

79
歳
）

田
島
一　
　
　

  

大お
お
つ
か塚　

咲さ
き
こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

信の
ぶ

弘ひ
ろ　

76
歳
）

　菊池郡市広報紙の共同
企画として菊池郡市の各
市町から新春のプレゼン
トがあります。多数の皆さ
んの応募をお待ちしてい
ます。
応募締切
１月 31日（日）必着
応募方法　ハガキに住所、氏名、年齢、希望の番号とプレゼ
ント名、広報に対する意見や感想などを記入して応募してく
ださい。
※プレゼントの応募は、１枚のはがきで１つまでとします。
※ 応募多数の場合は抽選で当選者を決定し、当選者発表は、
賞品の発送をもってかえさせていただきます。
問い合わせ先　企画振興課広報統計係

　熊
くまがい

谷　亮
りょうせい

聖くん
（１歳 ○旭　袈裟尾）
  父：博憲さん　母：由紀さん

お
兄
ち
ゃ
ん
、ぼ
く

と
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

ね
！

Ｈ21年
１月６日
生まれ

　右
みぎた

田　蓮
れん

くん
（１歳 ○泗　田島団地）
  父：章さん　母：幸子さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ

ち
ゃ
ん
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
ね
！

Ｈ21年
１月30日
生まれ

　山
やまさき

崎　太
たいき

喜くん
（１歳 ○菊　下出田）
  父：博喜さん　母：美香さん

陽
喜
兄
ち
ゃ
ん
、保

育
園
の
お
友
達
、仲

良
く
遊
ん
で
ね
♡

Ｈ21年
１月25日
生まれ

　陶
すやま

山　誠
せいや

矢くん
（３歳 ○泗　永）
  父：和明さん　母：麻紀さん

み
ん
な
、大
〜
好
き
♡

Ｈ19年
１月３日
生まれ

　 山
かたやま

 芯
し ん と

敦くん
（１歳 ○泗　富の原北）
  父：祐一さん　母：美香さん

み
ん
な
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
ね
♡

Ｈ21年
１月10日
生まれ

　田
たなか

中　璃
りおん

音ちゃん
（２歳 ○七　雇用促進住宅）
  父：和昭さん　母：絵理奈さん

那
奈
ち
ゃ
ん
大
ス
キ

♡
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う

ね
♡

Ｈ20年
１月19日
生まれ

　佐
さっさ

々　和
あ ゆ

優ちゃん
（１歳 ○七　加恵）
  父：良仁さん　母：千裕さん

Ｈ21年
１月17日
生まれ

　佐
さっさ

々　仁
じんや

也くん
（１歳 ○菊　大柿）
  父：和也さん　母：知紗さん

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
、
た

く
さ
ん
遊
ん
で
ね
♡

Ｈ21年
１月６日
生まれ

　竹
たけした

下　桔
きっぺい

平くん
（３歳 ○菊　大琳寺）
  父：直宏さん　母：多枝子さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ

ち
ゃ
ん
、い
つ
も
あ

り
が
と
う
。

Ｈ19年
１月24日
生まれ

　望
もちづき

月　柊
しゅうご

吾くん
（１歳 ○泗　竹の下）
  父：淳さん　母：睦美さん

元
旦
生
ま
れ
の
シ
ュ

ウ
ゴ
で
す
☆
ひ
よ
姉

＆
ま
ほ
姉
大
好
き
！！

Ｈ21年
１月１日
生まれ

　坂
さかもと

本　結
ゆ ず

春ちゃん
（１歳 ○泗　富の原中央）
  父：正輝さん　母：飛鳥さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん　

ば
ぁ
ち
ゃ
ん　

い
つ
も
あ
り
が
と
う

Ｈ21年
１月29日
生まれ

　 原
とちはら

 佑
ゆ う た

太くん
（３歳 ○菊　西正観寺）
  父：裕幸さん　母：栄理さん

パ
パ
、お
仕
事
が
ん

ば
っ
て
ね
。

Ｈ19年
１月16日
生まれ

　城
じょう

　亜
あ こ

子ちゃん
（２歳 ○菊　上西寺）
  父：勝博さん　母：智美さん

に
こ
姉
の
真
似
と
お

し
ゃ
べ
り
が
大
好
き

で
す
。

Ｈ20年
１月20日
生まれ

　合
ごうと

戸　双
ふたば

葉ちゃん
（２歳 ○泗　福本一）
  父：勇さん　母：亜紀子さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
ば
ぁ
ち
ゃ

ん
大
好
き
！

Ｈ20年
１月22日
生まれ

　村
むらき

木　杏
きょうへい

平くん
（２歳 ○菊　大琳寺）
  父：公昭さん　母：ひとみさん

公
平
・
柊
平
兄
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
。

Ｈ20年
１月23日
生まれ

　東
ひがし

　崇
たかのり

徳くん
（１歳 ○菊　中原）
  父：竜徳さん　母：祐子さん

せ
ん
せ
い
い
つ
も
あ
り

が
と
う
♡
ふ
た
ば
２
く

み
☆

Ｈ21年
１月12日
生まれ

　前
まえだ

田　真
ま ゆ き

優生ちゃん
（１歳 ○菊　南古閑）
  父：和幸さん　母：文恵さん

侑
穂
ね
え
ち
ゃ
ん
、

篤
紀
に
い
ち
ゃ
ん

大
好
き
♡

Ｈ21年
１月13日
生まれ

ね
ぇ
ね
、に
ぃ
に
、い
つ

も
あ
り
が
と
う
。大
好

き
だ
よ
♡

Ｈ20年
１月25日
生まれ

　美
びれい

麗　智
さとし

志くん
（２歳 ○七　間所）
  父：晋也さん　母：さおりさん

菊池郡
市

共同企
画

番号 プレゼント名 市町名 当選者数

① きくち観光物産館のお買い物券
（500円分） 菊池市 ２名様

② ユーパレス弁天温泉券 合志市 ペア２組
（４名様）

③ からいも（５ｋｇ） 大津町 １名様

④ 菊陽町総合交流ターミナル
「さんふれあ」さんさんの湯入浴券 菊陽町 ペア２組

菊池郡市４市町広報紙読者プレゼント

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ
ち

ゃ
ん
、お
じ
ち
ゃ
ん
、

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！

262010 January広報きくち27 2010 January広報きくち
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